
1 − 碧い風 Vol 99 ／ 2020.8 −

MaaS

モ
ビ
リ
ティ
革
命
で
地
域
を
変
え
る

特集

？



3 2− 碧い風 Vol 99 ／ 2020.8 − − 碧い風 Vol 99 ／ 2020.8 −

99
2020 August

contents

青い海と緑の山々に恵まれた中国地域に、地域づくりの風が吹き始めています。

自分たちの大好きなこの街を少しでも良くし、子どもたちにしっかりと手渡したい。

こんな気持ちで頑張っている人たちがいっぱいいます。

「碧い風」は、そんなまちづくり人を結びながら、自分たちのまわりにある魅力を高め、

きらめくような中国地域にしていく媒体にしていきたいと思っています。

強くはないが、楽しい風。

そんな風を、みなさんと一緒に巻き起こしたいと考えています。

＊本誌は再生紙を使用しています

特集

？

移
動
格
差
を
ど
う
な
く
す
か

人
口
減
少
が
進
む
中
、
特
に
地
方
部
で
は

路
線
バ
ス
の
減
便
や
廃
止
が
進
ん
で
お
り
、

さ
ら
に
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
運
転
手
の
高
齢

化
や
人
手
不
足
も
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
。
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の
場
合
は
歩
合
制
で

安
定
し
た
労
働
環
境
に
な
い
こ
と
か
ら
、
な

り
手
が
い
な
い
と
い
う
現
実
も
あ
る
。

以
前
、
群
馬
県
前
橋
市
で
高
齢
者
の
移
動

状
況
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
（
図
１
）、
免
許
・

自
動
車
の
保
有
者
の
外
出
率
は
八
十
％
で
あ

る
の
に
対
し
、
免
許
非
保
有
者
の
外
出
率
は

四
十
九
％
と
低
く
、
保
有
し
て
い
る
か
否
か

に
よ
っ
て
、
移
動
格
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
非
保
有
者
が
外
出
時
に
使
う

交
通
手
段
の
割
合
は
、
自
動
車
へ
の
同
乗
が

四
十
二
％
と
最
も
多
く
、
次
に
徒
歩
・
自
転

車
が
三
十
九
％
、
バ
ス
や
鉄
道
の
公
共
交
通

は
五
％
と
な
っ
て
い
る
。
今
は
自
動
車
を
運
転

し
て
い
る
人
も
い
ず
れ
は
免
許
を
返
納
し
、
非

保
有
者
と
な
る
。
そ
の
時
に
、
車
に
乗
せ
て
く

れ
る
人
が
周
り
に
い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
こ

れ
ま
で
車
に
頼
っ
て
い
た
こ
と
で
足
腰
が
弱
く

な
っ
て
い
た
人
は
、
徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
で

き
る
だ
ろ
う
か
。
特
に
中
山
間
地
域
で
は
、
交

通
手
段
が
変
わ
る
こ
と
へ
の
備
え
が
十
分
で
は

な
い
。
地
域
公
共
交
通
を
め
ぐ
っ
て
は
、
運
転

手
の
高
齢
化
や
人
手
不
足
と
い
っ
た
表
面
的
な

問
題
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
根
深
い
と
こ
ろ
に

も
問
題
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

地
域
のM

aaS

※

で
大
事
な
の
は

サ
ー
ビ
ス
の
統
合

過
疎
地
の
公
共
交
通
の
維
持
が
難
し
い
の

は
、「
利
用
者
が
い
な
い
か
ら
」「
運
転
手
が
不

足
し
て
い
る
か
ら
」
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ

れ
は
本
当
だ
ろ
う
か
。
島
根
県
に
あ
る
人
口

三
千
人
ほ
ど
の
中
山
間
地
域
に
お
け
る
運
行

実
態
（
図
２・３
）
を
見
る
と
、
市
営
バ
ス
や

路
線
バ
ス
以
外
に
も
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や
病

院
の
患
者
送
迎
タ
ク
シ
ー
、
介
護
施
設
の
送

迎
バ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
旅
客
サ
ー
ビ
ス
が

あ
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
郵
便
や
宅
配
便
、

生
協
な
ど
の
貨
物
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。
そ
の

各
々
の
サ
ー
ビ
ス
で
車
両
と
運
転
人
員
が
確

保
さ
れ
て
い
る
の
で
、
人
口
三
千
人
ほ
ど
の

地
区
で
も
実
は
か
な
り
の
数
の
車
両
と
人
員

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
交
通
、
教
育
、

医
療
、
福
祉
な
ど
分
野
ご
と
に
サ
ー
ビ
ス
が

モ
ビ
リ
テ
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変
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図1　前橋市における免許・自動車の保有／非保有による外出率などの違い
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注）外出率…調査日に外出している人の割合

出典：前橋市地域公共交通網形成計画（2018年3月）
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パ
ソ
コ
ン
を
所
有
し
な
い
高
齢
者
が
多
い
た

め
、
デ
ジ
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
率
が
低
い

が
、
五
年
先
、
十
年
先
に
な
れ
ば
状
況
は
確

実
に
変
わ
る
。
地
域
は
そ
の
未
来
を
見
据
え

て
公
共
交
通
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

貨
客
混
載
に
し
て
も
、
す
で
に
宅
配
便
や

郵
便
物
は
全
て
バ
ー
コ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
、

デ
ジ
タ
ル
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
ひ
も
付
け
さ

れ
て
い
る
。
物
流
の
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
行
し

て
い
る
中
で
、
旅
客
の
サ
ー
ビ
ス
も
束
ね
て

い
く
に
は
、
人
間
に
よ
る
手
計
算
で
は
難
し

い
。
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
い
な
い
と
、
人
と
物

の
サ
ー
ビ
ス
の
統
合
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ

る
。
車
両
、
利
用
者
、
運
転
手
の
三
者
の
情

報
を
ひ
も
付
け
た
、
い
わ
ゆ
る
配
車
サ
ー
ビ

ス
の
よ
う
な
仕
組
み
が
不
可
欠
と
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
に
は
、利
用
者
が「
車

を
呼
ん
で
移
動
す
る
」
と
い
う
デ
マ
ン
ド
型
に

慣
れ
る
こ
と
が
、
第
一
歩
だ
と
思
わ
れ
る
。
東

京
の
よ
う
な
都
市
で
も
、
未
だ
に
街
中
を
走

る
タ
ク
シ
ー
を
つ
か
ま
え
る
人
が
多
く
を
占
め

る
。
実
証
実
験
を
通
じ
て
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど

の
便
利
さ
や
社
会
的
意
義
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
車
を
呼
ぶ
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
事
前
決

済
す
る
と
い
っ
た
新
し
い
作
法
に
人
々
が
慣
れ

て
い
っ
た
先
に
、
自
動
運
転
の
交
通
が
登
場
す

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ど
の
公
共
交
通
で
も
共
通
で
使
え
る
よ
う

な
電
子
決
済
方
法
に
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
E
T
C
の
よ
う
に
ど
の
地
域
で
も

医
療
機
関
や
公
共
機
関
、
ス
ギ
薬
局
や
大
手

ス
ー
パ
ー
な
ど
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
同
士
の
競
争
が
激
し
い
中
で
、
移

動
を
支
援
す
る
こ
と
で
買
い
物
客
を
確
保
す

る
と
い
う
狙
い
だ
。

地
域
公
共
交
通
会
議
で
の

協
議
の
必
要
性

サ
ー
ビ
ス
の
統
合
や
他
産
業
と
の
連
携
を

図
る
上
で
、
首
長
の
判
断
が
重
要
な
の
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
統
合
に
よ
っ
て
売
り
上
げ

あ
る
の
は
、
国
の
管
轄
や
行
政
の
所
管
が
異

な
る
こ
と
が
背
景
に
あ
る
だ
ろ
う
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手
段
に
よ
る
移
動
す

べ
て
を
一
つ
の
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉
え
、

シ
ー
ム
レ
ス
に
つ
な
ぐ
新
た
な
移
動
の
概
念

「M
aaS

」
が
全
国
各
地
で
推
進
さ
れ
て
い
る

今
、
地
域
でM

aaS
を
実
現
す
る
上
で
最
も

大
事
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
を

上
手
く
統
合
し
て
、
地
域
公
共
交
通
の
持
続

を
図
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

進
む
貨
客
混
載
と

タ
ク
シ
ー
の
規
制
緩
和

路
線
バ
ス
に
民
間
宅
配
業
者
の
貨
物
や
郵
便

物
を
一
緒
に
載
せ
て
運
ぶ
貨
客
混
載
に
取
り
組

む
地
域
は
、
こ
の
数
年
全
国
で
増
え
て
き
た
。

貨
客
混
載
の
究
極
形
と
言
え
る
の
が
ス
イ
ス
の

「
ポ
ス
ト
バ
ス
」
で
、
鉄
道
が
通
っ
て
い
な
い

地
域
が
多
い
ス
イ
ス
で
は
国
営
の
郵
便
事
業
会

社
が
公
共
交
通
を
運
営
し
、
郵
便
物
の
運
搬
と

と
も
に
、
旅
客
の
輸
送
も
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
鑑
み
、
国
土
交
通
省
は
タ
ク
シ
ー

に
よ
る
飲
食
品
の
配
送
サ
ー
ビ
ス
を
認
め
る

特
例
措
置
を
二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
四
月
に

導
入
し
た
。
タ
ク
シ
ー
が
有
償
で
運
送
で
き

る
範
囲
は
道
路
運
送
法
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、

過
疎
地
で
は
以
前
か
ら
飲
食
品
配
送
が
認
め

ら
れ
て
い
た
が
、
専
門
の
宅
配
業
者
が
多
い

都
市
部
で
は
飲
食
品
配
送
が
認
め
ら
れ
て
い

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
貨
客
混
載
の
ハ
ー
ド
ル
は
ま
だ

ま
だ
高
く
、例
え
ば
、医
薬
品
の
デ
リ
バ
リ
ー

は
、
運
送
す
る
エ
リ
ア
の
自
治
体
ご
と
の
許

認
可
が
必
要
で
、
実
現
は
簡
単
で
は
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
を
統
合
す
る
に
は
こ
う
し
た
制
限

を
少
し
ず
つ
緩
和
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と

な
る
。

運
転
手
不
足
に
対
し
て
は
、
副
業
な
ど
に

よ
り
時
間
や
人
の
シ
ェ
ア
を
し
て
い
く
こ
と

が
解
決
策
の
一
つ
と
な
る
だ
ろ
う
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
よ
り
、
一
部

の
タ
ク
シ
ー
会
社
で
は
運
転
手
が
副
業
と
し

て
物
流
会
社
で
働
く
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

バ
ス
事
業
と
タ
ク
シ
ー
事
業
の
両
方
を
持
つ

会
社
の
中
に
は
、
状
況
に
応
じ
て
タ
ク
シ
ー

運
転
手
に
バ
ス
の
運
転
を
お
願
い
し
た
り
と
、

会
社
の
中
で
人
員
を
上
手
く
割
り
当
て
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
う
し
た
動
き
も
今
後

加
速
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

他
産
業
と
の
連
携
で

公
共
交
通
を
維
持

サ
ー
ビ
ス
の
統
合
に
お
い
て
は
、
貨
客
混

載
だ
け
で
な
く
、
移
動
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
他

産
業
と
の
連
携
も
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
、

大
型
商
業
施
設
の
無
料
送
迎
バ
ス
や
従
業
員

を
工
場
へ
送
迎
す
る
企
業
の
バ
ス
を
、
地
域

公
共
交
通
の
計
画
の
中
に
組
み
込
む
と
い
う

手
段
も
あ
る
。

ま
た
、
店
舗
の
側
か
ら
し
て
も
、
車
に
乗
っ

て
買
い
物
に
来
る
人
が
多
く
を
占
め
る
場
合
、

今
後
高
齢
化
が
進
ん
で
移
動
困
難
者
が
増
え

る
と
、
売
り
上
げ
が
減
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
実
際
に
、愛
知
県
に
本
部
を
置
く
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
チ
ェ
ー
ン
の
株
式
会
社
ス
ギ
薬
局

は
、
ト
ヨ
タ
グ
ル
ー
プ
の
ア
イ
シ
ン
精
機
株

式
会
社
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
移
動
を
支
援

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
た
。
愛
知
県
豊と

よ

明あ
け

市

内
の
地
区
を
対
象
に
、
自
宅
と
指
定
停
留
所

間
の
送
迎
を
行
う
も
の
で
、
指
定
停
留
所
は

が
下
が
る
こ
と
を
懸
念
す
る
事
業
者
も
い
る
。

地
域
に
よ
っ
て
は
、
市
区
町
村
が
主
宰
者
と

な
っ
て
行
政
、
住
民
代
表
、
運
送
事
業
者
な

ど
を
集
め
て
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
運
行

形
態
な
ど
を
検
討
す
る
「
地
域
公
共
交
通
会

議
」
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
オ
ー

プ
ン
な
場
に
福
祉
、
商
業
な
ど
多
様
な
事
業

者
が
参
画
し
、
協
議
し
て
い
か
な
い
と
統
合

は
難
し
い
だ
ろ
う
。

こ
う
し
た
動
き
を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、

二
〇
二
〇
年
五
月
に
成
立
し
た
改
正
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
で
は
、
地
域
に
お
け

る
協
議
の
促
進
や
、
維
持
が
困
難
と
な
っ
た

バ
ス
路
線
な
ど
に
つ
い
て
、
多
様
な
選
択
肢

を
検
討
・
協
議
し
、
地
域
に
最
適
な
旅
客
運

送
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
す
る
こ
と
な
ど
が
図
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
月
に
は
、
独
占

禁
止
法
に
お
け
る
乗
合
バ
ス
の
適
用
除

外
が
特
例
法
案
と
し
て
可
決
・
成
立
し

た
。
こ
れ
ま
で
は
同
じ
路
線
で
複
数
の

事
業
者
が
競
合
し
て
い
る
場
合
、
独
禁
法
の

カ
ル
テ
ル
規
制
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
事
業
者
間
で
の
運
行
調
整
が
で
き

な
か
っ
た
。
今
回
の
特
例
法
案
の
成
立
に
よ

り
乗
合
バ
ス
の
共
同
経
営
が
可
能
と
な
り
、

事
業
者
同
士
で
利
用
者
を
奪
い
合
う
の
で
は

な
く
、
協
力
し
な
が
ら
よ
り
良
い
移
動
サ
ー

ビ
ス
に
変
え
て
い
こ
う
と
す
る
機
運
が
高

ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

地
域
公
共
交
通
を
変
え
る
の
は

デ
ジ
タ
ル
化

サ
ー
ビ
ス
の
統
合
や
他
産
業
と
の
連
携
に

よ
り
地
域
交
通
を
変
え
て
い
く
上
で
、
最
も

大
き
な
原
動
力
に
な
り
得
る
の
が
、
デ
ジ
タ

ル
化
で
あ
る
。
今
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

使
え
る
ツ
ー
ル
で
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
移

動
し
た
か
が
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

料
金
の
分
配
が
容
易
に
な
る
。
デ
ジ
タ
ル
端

末
を
使
っ
た
予
約
が
主
流
に
な
れ
ば
、
必
要

な
車
両
台
数
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と
が
で

き
、
供
給
量
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う

に
な
る
。
料
金
に
お
い
て
も
、
需
要
と
供
給

の
状
況
に
合
わ
せ
て
価
格
を
変
動
さ
せ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
も
い
ず

れ
は
可
能
に
な
る
だ
ろ
う
。

移
動
情
報
の
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
れ
ば
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
会
社
が
提
供
す
る
カ
ー

ド
の
履
歴
の
デ
ー
タ
、
グ
ー
グ
ル
が
持
つ
検

索
履
歴
の
デ
ー
タ
と
同
じ
く
ら
い
の
価
値
を

持
つ
よ
う
に
な
る
。
ウ
ー
バ
ー（
米
国
）や
デ
ィ

デ
ィ
（
中
国
）
と
い
っ
た
配
車
サ
ー
ビ
ス
の
企

業
も
す
で
に
デ
ー
タ
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
し
て
お

り
、
日
本
は
そ
の
点
で
後
れ
を
と
っ
て
き
た
。

デ
ジ
タ
ル
化
の
最
大
の
利
点
は
、
デ
ー
タ
に

価
値
を
生
む
点
に
あ
る
と
言
え
る
。

p r o f i l e

牧村 和彦〈まきむら・かずひこ〉

1990年（一財）計量計画研究所入所。モビリティ・
デザイナー。東京大学博士（工学）。都市・交通
のシンクタンクに従事し、将来の交通社会を描く
スペシャリストとして活動。主な著書に『バスが
まちを変えていく～BRTの導入計画作法』（IBS
出版）、『交通まちづくり～地方都市からの挑戦』

（共著、鹿島出版会）、『MaaSモビリティ革命
の先にある全産業のゲームチェンジ』『Beyond 
MaaS 日本から始まる新モビリティ革命 ―移動
と都市の未来』（ともに共著、日経BP）など。

スイスでは、国営の郵便事業会社が運営するポストバスが
旅客サービスを担う

スギ薬局とアイシン精機が始めた高齢者の移動支援サービス「チョイソコ」　
写真提供：朝日新聞社

注）専任型運転手は当該運転及びそれに伴う業務を専ら行う者、兼任型運転手は他業務との兼任などにより当該
　　運転のみを主たる業務としない者を指す
藤山浩編著『「小さな拠点」をつくる』（農文協、2019年）による図を一部修正

旅・貨 事業名等 運営主体 運行主体 車両数・車両規模 運転人員（配達人員）
旅 ○○市営バス   1台 1人
旅 スクールバス   1台 1人
貨 学校給食配送   1台 1人
旅 デマンド○○○○号   1台 1人
旅 移送サービス   1台 1人
旅 路線バス○○線 （株）○○交通   3台〜　　　　　　　　　　　  〜 3人〜　　×3〜
旅 患者送迎タクシー S 医院   1台 1人
旅 通所デイ送迎 （福）○○福祉会   5台        ×2 5人〜　　×5〜
旅 通所リハ送迎 （福）○福祉会   8台     　　　   ×2　　　　　×4 8人〜　　×8〜
貨 郵便配達 / 集荷 日本郵便   5台        ×5 〔     ×4＋　　　〕 5人　　　×5
貨 宅配便 ○○運輸（株）   1台 1人
貨 ○○○○市場集荷便 JA ○○○○○   1台 1人
貨 新聞配達 M 新聞販売店ほか 計7台        ×7 （15人）　　×15（徒歩有）
貨 移動販売 ○商店   1台 1人
貨 生協 生協協同組合○○   1台 1人
貨 卸売共同配送 （有）○○   1台 1人

（有）○○

（有）○運送
（有）○タクシー
○市社会福祉協議会

○
○
○
○

教育委員会
○分室

○支所自治振興課

定住対策課
○支所市民福祉課

10

10

11 10
9

4

3
4

29
60

50 50 50

8 5
5

車内の数字は
乗車定員を
示す

専任型運転手
兼任型運転手

図3　中山間地域の基礎的な生活圏における旅客と貨物の輸送体系

 事業　　　　 時刻 5ー 6ー 7ー 8ー 9ー 10ー 11ー 12ー 13ー 14ー 15ー 16ー 17ー 18ー

旅 

客

○○市営バス
スクールバス
デマンド○○○○号
路線バス○○線
患者送迎タクシー
移送サービス
通所デイ送迎
通所リハ送迎

貨 

物

郵便配達
宅配便
○○○○市場集荷便
学校給食配送
新聞配達
移動販売
生協
卸売共同配送

図2　中山間地域の基礎的な生活圏における旅客と貨物の輸送時間帯

注）移送サービス及び市場集荷便は、利用状況等により時間帯が大幅に異なるため概算の時間帯を表示
藤山浩編著『「小さな拠点」をつくる』（農文協、2019年）による図を一部修正
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利
用
者
減
と
サ
ー
ビ
ス
低
下
が

連
鎖
す
る
過
疎
地
の
公
共
交
通

井
田
地
区
は
、
大
田
市
の
南
西
端
に
位
置

し
、
J
R
温ゆ

泉の

津つ

駅
か
ら
約
十
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
離
れ
た
距
離
に
あ
る
人
口
五
百
五
十
五

人
（
二
〇
一
九
年
時
点
）
の
地
域
で
あ
る
。

高
齢
化
率※

２

は
五
十
四・
六
％
で
、
市
内
で
も

特
に
人
口
減
少
と
少
子
高
齢
化
が
顕
著
な
地

域
だ
。
病
院
や
買
い
物
に
は
隣
接
の
江ご

う

津つ

市

へ
出
か
け
る
人
が
多
い
が
、
そ
の
ほ
か
の
生

活
機
能
は
温
泉
津
町
の
街
中
に
あ
る
。
地
域

内
の
公
共
交
通
は
、
石
見
交
通
に
よ
る
江
津

行
き
の
路
線
バ
ス
と
、
大
田
市
が
運
営
す
る

生
活
バ
ス
が
あ
る
が
、
生
活
バ
ス
は
ス
ク
ー

ル
バ
ス
と
し
て
の
側
面
が
強
く
、
八
時
か
ら

十
三
時
半
ま
で
は
便
が
な
く
、
高
齢
者
が
一

番
使
い
た
い
時
間
帯
に
バ
ス
が
な
い
状
況
と

な
っ
て
い
た
。
ま
た
、
自
家
用
車
が
な
い
と

生
活
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
の
運
転

免
許
の
返
納
も
進
ん
で
い
な
い
。

実
証
実
験
を
主
導
す
る
、
交
通
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
バ
イ
タ
ル
リ
ー
ド
代
表
取
締
役
社

長
の
森
山
昌
幸
さ
ん
は
、「
中
山
間
地
域
の

公
共
交
通
は
、
以
前
は
赤
字
で
も
あ
る
程
度

の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
保
っ
て
い
ま
し
た
が
、

人
口
減
少
が
深
刻
化
し
た
現
在
は
、
利
用
者

の
さ
ら
な
る
減
少
に
伴
い
サ
ー
ビ
ス
水
準
が

落
ち
、
不
便
に
な
る
と
も
っ
と
利
用
さ
れ
な

く
な
る
と
い
う
悪
循
環
に
陥
っ
て
い
ま
す
。

多
く
の
自
治
体
が
財
政
負
担
を
し
て
導
入
し

て
い
る
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
ほ
と

ん
ど
は
、
収
支
率※

３

五
％
未
満
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
」
と
説
明
す
る
。

さ
ら
に
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
収
入
が
少

な
い
た
め
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
材
不
足
も
問

題
と
な
っ
て
い
る
。

「
な
ん
と
か
公
共
交
通
を
維
持
し
て
い
る
と

い
う
状
況
か
ら
、
①
利
用
者
に
と
っ
て
〝
幸

せ
な
暮
ら
し
が
で
き
る
〟
状
態
に
ま
で
引
き

上
げ
る
、
②
運
行
事
業
者
の
労
働
環
境
を
若

者
が
働
き
た
い
と
思
え
る
水
準
ま
で
上
げ

る
、
③
行
政
の
財
政
負
担
を
減
ら
す
。
こ
の

三
つ
が
、
わ
れ
わ
れ
が
目
指
し
て
い
る
姿
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、貨
客
混
載
や
タ
ク
シ
ー

救
援
事
業※

４

な
ど
の
生
活
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

も
必
要
と
考
え
、
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
」

定
額
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
で

楽
し
み
の
た
め
の
移
動
が
増
え
る

実
証
実
験
で
は
、
ま
ずM

aaS

の
ア
プ
リ

を
開
発
し
、
定
額
タ
ク
シ
ー
の
予
約
・
決
済

の
仕
組
み
を
構
築
し
た
。

定
額
タ
ク
シ
ー
の
運
行
形
態
は
、
道
路
運

送
法
第
四
条
の
一
般
乗
合
旅
客
自
動
車
運
送

事
業
の
許
可
を
得
て
、
区
域
運
行
の
乗
合
タ

ク
シ
ー
と
し
た
。
区
域
運
行
と
は
、運
行
ル
ー

ト
や
バ
ス
停
を
設
け
ず
、
運
行
区
域
の
中
で

予
約
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
巡
回
す
る
運
行
形

態
で
あ
る
。
運
行
区
域
は
、
井
田
地
区
お

よ
び
井
田
地
区
と
地
域
拠
点
・
交
通
結
節
点

間
、
運
行
日
時
は
平
日
の
八
時
半
か
ら
十
六

時
半
、
運
賃
は
定
額
制
の
乗
り
放
題
で
月
額

三
千
三
百
円
と
し
た
。
運
行
車
両
は
地
元
事

業
者
が
所
有
す
る
タ
ク
シ
ー
一
台
で
あ
る
。

「
前
年
度
か
ら
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
て
検

討
し
た
と
こ
ろ
、
定
額
制
の
乗
合
タ
ク
シ
ー

で
一
定
数
の
会
員
数
が
確
保
で
き
れ
ば
、
タ

ク
シ
ー
会
社
の
売
り
上
げ
も
ド
ラ
イ
バ
ー
の

年
収
も
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
の
方
法
が
道
路
運
送
法
で
適
用
さ
れ
る
か

ど
う
か
を
探
り
、
結
果
的
に
許
可
が

出
た
の
で
、
実
行
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
」

交
通
結
節
点
で
J
R
山
陰
本
線

や
石
見
交
通
の
路
線
バ
ス
に
乗
り

継
げ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
バ
ス

の
ダ
イ
ヤ
や
バ
ス
停
位
置
な
ど
の

情
報
をM

aaS

ア
プ
リ
の
シ
ス
テ

ム
に
取
り
込
ん
だ
。
予
約
を
受
け
る
と
A
I

を
活
用
し
て
配
車
の
指
示
が
タ
ク
シ
ー
に
送

ら
れ
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
が
利
用
者
の
元
に
着

く
と
い
う
仕
組
み
だ
。
ア
プ
リ
は
構
築
さ
れ

た
が
、
こ
の
地
区
の
会
員
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
所
有
率
は
０
％
の
た
め
、
電
話
予
約
を
受

け
た
配
車
係
が
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ
ム
に
入

力
し
、
配
車
指
示
が
タ
ク
シ
ー
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
に
送
ら
れ
る
と
い
う
形
に
し
た
。

十
一
月
の
運
行
開
始
時
点
の
会
員
数
は

十
四
名
だ
っ
た
が
、
少
し
ず
つ
増
え
出
し
、

二
〇
二
〇
年
五
月
に
は
二
十
二
名
に
な
っ
た
。

三
月
時
点
で
一
運
行
あ
た
り
の
平
均
利
用
者

数
は
二・〇
人
と
乗
合
率
が
高
ま
り
、
効
率
も

上
が
っ
て
き
て
い
る
。
井
田
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
毎
月
開
か
れ
る
地
域
住
民
を
集
め

た
会
議
で
は
、
こ
の
公
共
交
通
の
使
い
方
を

提
案
す
る
情
報
紙
を
配
布
し
、
認
知
度
を
高

め
て
い
る
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
、「
こ
の

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
か
ら
月
の
外
出
回
数

が
増
え
た
」
と
答
え
た
の
は
会
員
の
約
七
割

で
、
そ
の
う
ち
の
四
割
は
「
月
に
五
回
以
上

外
出
が
増
え
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

「
今
ま
で
の
公
共
交
通
で
は
病
院
や
ス
ー

パ
ー
な
ど
生
活
に
必
要
な
移
動
が
主
だ
っ
た

の
で
す
が
、
乗
れ
ば
乗
る
だ
け
得
と
な
る
定

額
制
だ
と
、
温
泉
な
ど
楽
し
み
の
た
め
に
移

動
す
る
人
が
増
え
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し

た
。
気
軽
に
外
出
す
る
こ
と
は
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
」

貨
客
混
載
や

配
達
サ
ー
ビ
ス
も
実
施

　
実
証
実
験
で
は
、
定
額
タ
ク
シ
ー
事
業
と

併
せ
て
、
農
産
品
出
荷
を
一
緒
に
行
う
貨
客

定
額
タ
ク
シ
ー
を
中
心
と
し
た

過
疎
地
型R

ル
 
ー
 
ラ
 
ル

ural M

 
 
マ
 
ー
 
ス

aaS

※
１

に
よ
り

地
域
交
通
の
課
題
に
挑
む

株
式
会
社
バ
イ
タ
ル
リ
ー
ド  

《
島
根
県
》

島
根
県
大お

お

田だ

市
井
田
地
区
で
は
、
二
〇
一
九（
令
和
元
）年
十
一
月
よ
り
、
大
田
市
、

バ
イ
タ
ル
リ
ー
ド
、
井
田
地
区
自
治
会
、
有
限
会
社
福ふ

く

光み
つ

タ
ク
シ
ー
、
石
見
交
通

株
式
会
社
、広
島
大
学
、島
根
大
学
、鳥
取
大
学
の
参
画
に
よ
り
「
定
額
タ
ク
シ
ー

を
中
心
と
し
た
過
疎
地
型Rural M

aaS

実
証
実
験
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本

版M
aaS

の
実
現
を
図
る
国
土
交
通
省
の「
新
モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
推
進
事
業
」

の
先
行
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
二
〇
二
〇

（
令
和
二
）
年
度
以
降
も
大
田
市
の
事
業
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
過
疎
地
の
交
通

課
題
の
解
決
に
向
け
て
実
証
実
験
が
続
い
て
い
る
。

混
載
や
、
直
売
所
「
す
い
せ
ん
の
里
」
に
注

文
し
た
商
品
を
タ
ク
シ
ー
車
両
で
配
達
す
る

サ
ー
ビ
ス
も
試
験
的
に
行
っ
て
き
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
期
せ

ず
し
て
こ
う
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
が
全
国
的
に
活

発
に
な
っ
て
お
り
、
本
格
運
行
に
向
け
て
現

在
、
予
約
・
配
車
の
方
法
を
検
討
し
て
い
る
。

地
区
内
に
仕
事
を
つ
く
り

生
活
も
支
え
る

　

ま
た
、
定
額
タ
ク
シ
ー
の
利
用
者
の
生
活

を
支
え
る
た
め
、
島
根
県
の
「
地
域
と
企

業
の
共
同
に
よ
る
生
活
機
能
確
保
モ
デ
ル
事

業
」
を
活
用
し
て
、
井
田
地
区
の
住
民
が
収

入
を
得
ら
れ
る
仕
事
の
創
出
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。
地
元
の
食
材
を
使
っ
た
特
産
品
の

開
発
や
、
和
紙
を
使
っ
た
箸
袋
の
制
作
な
ど

を
始
め
て
お
り
、
箸
袋
は
地
元
企
業
が
運
営

す
る
店
舗
や
宿
泊
施
設
で
使
用
す
る
と
い
う

話
も
出
て
い
る
そ
う
だ
。

「
こ
の
地
区
で
は
基
礎
年
金
で
生
活
し
て
い

る
方
が
多
い
た
め
、
月
三
千
三
百
円
の
負
担

は
決
し
て
軽
く
あ
り
ま
せ
ん
。
月
五
千
円
で

も
稼
げ
る
よ
う
な
仕
事
が
あ
れ
ば
交
通
費
を

賄
え
る
の
で
、
こ
う
し
た
小
さ
な
ビ
ジ
ネ
ス

づ
く
り
も
同
時
進
行
で
行
っ
て
い
ま
す
」
と

森
山
社
長
。

地
域
住
民
、
運
行
事
業
者
、
行
政
が
と

も
に
元
気
に
な
る
よ
う
な
公
共
交
通
を
目
指

し
、
多
角
的
に
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

井田地区を運行する定額制乗合タクシー「井田いきいきタクシー」

◆株式会社バイタルリード：0853（22）9690   URL https://www.vitallead.co.jp

特集

？

モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
で
地
域
を
変
え
る

実証実験の流れ

井田いきいきタクシーの使い方な
どをまとめた情報紙。毎月の会議
で住民に配布

配車の情報をタクシー運転手がタブレットで確認

MaaS アプリ
（MaaS 事業者）

AIを活用した
配車指示 タクシー事業者

（乗合）

タクシー事業者
（乗合）

配車

AIを活用した
推奨予約時刻提示予約

個別に利用

 運賃
（都度支払） 利用者

利用者

定期代　3,300 円／月

自治体

補助金

バス事業者
（石見交通）

バス事業者
（石見交通）

資金の流れ

予約・配車の流れ

MaaS 事業者
システム使用量

50,000 円／月・路線

情報提供
（ダイヤ、バス停位置等）

※1 過疎地型Rural MaaS…地方（Rural）の移動手段の問題
　　　　　　　　　　　　　を解決するためのMaaS

※2 高齢化率…65歳以上の人が人口に占める割合※3 収支率…運送収入を運送支出で割った割合※4 タクシー救援事業…買い物代行や病院への診察申し込みなどの便利
屋事業、緊急時に病院等へ搬送する緊急救援シ
ステムなどのサービス。実施には届け出が必要
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交
通
手
段
の
予
約
・
決
済
だ
け

で
な
く
観
光
や
食
事
、

宿
泊
に
つ
な
げ
る

 se
towa
の
実
証
実
験
は
、
出
発
地
は

日
本
国
内
全
域
、
到
着
地
は
広
島
県
東
部
を

中
心
と
し
た
地
域
を
実
施
対
象
エ
リ
ア
と

し
、
二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
十
月
か
ら

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
三
月
に
か
け
て
行

わ
れ
た
。

実
施
主
体
は
J
R
西
日
本
、
参
画
団
体
に

は
、
経
路
検
索
事
業
の
ジ
ョ
ル
ダ
ン
株
式
会

社
、
タ
ク
シ
ー
配
車
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

JapanT
axi

株
式
会
社
、
タ
ク
シ
ー
会
社
の

配
車
業
務
受
託
運
営
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
株
式

会
社
電
脳
交
通
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
事
業
の

タ
イ
ム
ズ
24
株
式
会
社
、
レ
ン
タ
カ
ー
事
業
の

J
R
西
日
本
レ
ン
タ
カ
ー
＆
リ
ー
ス
株
式
会

社
、
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
を
行
う
一
般
社
団
法
人

し
ま
な
み
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
が
名
を
連
ね
た
。

国
土
交
通
省
の
定
義
に
よ
る
と
、M

aaS

と
は
、「
移
動
を
単
な
る
手
段
で
は
な
く
、

利
用
者
の
一
元
的
な
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
捉
え

る
概
念
」
と
さ
れ
る
。M

aaS

事
業
の
推
進

に
あ
た
り
、
複
数
の
交
通
手
段
を
組
み
合
わ

せ
た
目
的
地
ま
で
の
シ
ー
ム
レ
ス
な
移
動
に

関
す
る
検
索
・
予
約
・
決
済
と
い
う
狭
義
の

交
通M

aaS

だ
け
で
な
く
、
生
活
サ
ー
ビ
ス

へ
と
拡
張
さ
れ
たM

aaS

、
社
会
イ
ン
フ
ラ

と
一
体
化
し
たM

aaS

へ
と
概
念
を
広
く
捉

え
、
そ
の
中
で
観
光
型M

aaS

の
モ
デ
ル
を

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
と
J
R
西
日
本

総
合
企
画
本
部M

aaS

推
進
部
の
竹
澤
徹
さ

ん
は
話
す
。

「
生
活
サ
ー
ビ
ス
ま
で
拡
張
さ
れ
たM

aaS

で

は
、
地
元
の
方
々
と
お
話
し
し
な
が
ら
、
当

社
で
創
造
事
業
と
し
て
運
営
し
て
い
る
ホ
テ

ル
、
物
販
・
飲
食
事
業
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地

域
の
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
施
設
、
美
術
館
・
博

物
館
、
商
業
施
設
も
組
み
合
わ
せ
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
の
移
動
に
は
課
題
が
多
く
、
そ
の
エ

リ
ア
に
ど
ん
な
交
通
手
段
が
あ
り
、
ど
う
い

う
頻
度
・
時
間
帯
に
動
い
て
い
る
の
か
が
旅

行
者
に
は
な
か
な
か
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状

で
す
。
経
路
検
索
で
鉄
道
や
新
幹
線
の
時
刻

は
調
べ
ら
れ
て
も
、
海
上
交
通
な
ど
は
情
報

が
出
て
こ
な
い
こ
と
が
多
い
。
お
客
さ
ま
が

思
い
通
り
の
旅
行
が
で
き
る
よ
う
に
、
レ
ン

タ
カ
ー
や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
な
ど
も
含
め
た

移
動
手
段
を
ま
と
め
て
ご
案
内
し
、
予
約
・

決
済
ま
で
結
び
つ
け
る
と
と
も
に
、
移
動
の

先
に
あ
る
観
光
施
設
や
食
事
、
宿
泊
に
も
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
、
観
光
型M

aaS

に
求

め
ら
れ
る
機
能
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
」

旅
の
前
か
ら
使
え
る

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
機
能
を
搭
載

観
光
型M

aaS

で
、
最
も
早
く
実
証
実

験
が
行
わ
れ
た
の
が
、
東
急
株
式
会
社
、

J
R
東
日
本
、
株
式
会
社
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

東
日
本
企
画
な
ど
が
伊
豆
半
島
で
展
開
し
た

「
Iz
u
k
o
」
で
あ
る
。
鉄
道
、
バ
ス
、
レ

ン
タ
サ
イ
ク
ル
、
観
光
施
設
な
ど
を
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
で
検
索
・
予
約
・
決
済
し
、
目
的

地
ま
で
移
動
で
き
る
二
次
交
通
統
合
型
サ
ー

ビ
ス
だ
。

「
わ
れ
わ
れ
も
実
際
に
使
っ
て
み
た
と
こ
ろ
、

Iz
u
k
o
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
現
地
に
着

い
て
か
ら
活
躍
す
る
、
い
わ
ゆ
る
〝
旅
ナ
カ
〟

に
主
眼
を
置
い
た
ア
プ
リ
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
旅
行
の
計
画
を
立
て
る
と
こ
ろ

か
ら
旅
が
始
ま
る
と
捉
え
る
と
、
現
地
に
行

く
前
か
ら
使
え
る
ア
プ
リ
が
あ
っ
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
se
towa
で
は

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
機
能
を
メ
イ
ン
に
開
発
を

進
め
て
い
き
ま
し
た
」
と
竹
澤
さ
ん
。

 se
towa
で
は
、
行
き
と
帰
り
の
日
時
、

場
所
を
設
定
し
た
後
、「
観
る
・
体
験
」「
食

べ
る
」「
泊
ま
る
」な
ど
の
予
定
ボ
タ
ン
か
ら
、

観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
宿
泊
施
設
な
ど
を
選
択

し
、
そ
の
滞
在
時
間
を
考
慮
し
た
ル
ー
ト
検

索
結
果
が
表
示
さ
れ
る
。
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

宿
泊
施
設
な
ど
は
詳
細
ボ
タ
ン
を
押
す
と
概

要
や
ア
ク
セ
ス
、
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
情

報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
一
度

作
成
し
た
行
程
は
保
存
・
上
書
き
が
可
能
で
、

旅
行
前
の
行
程
の
組
み
立
て
や
旅
行
中
の
行

程
変
更
に
も
対
応
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て

い
た
。

ル
ー
ト
検
索
結
果
で
は
、
表
示
さ
れ
た
バ

ス
や
J
R
な
ど
の
交
通
手
段
を
、
タ
ク
シ
ー

や
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
や
一
人
乗
り
E
V
、

カ
ー
シ
ェ
ア
な
ど
他
の
交
通
手
段
に
変
更
し

た
り
、
予
約
や
決
済
へ
遷
移
す
る
こ
と
も
で

き
た
。

ま
た
、
自
由
周
遊
区
間
内
の
J
R
や
、
ト

モ
テ
ツ
バ
ス
や
お
の
み
ち
バ
ス
な
ど
の
指

定
の
路
線
バ
ス
、
瀬
戸
内
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

大
三
島
フ
ェ
リ
ー
な
ど
の
船
舶
、
千
光
寺
山

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
な
ど
の
乗
り
放
題
に
加
え
、

「
い
ろ
は
丸
展
示
館
」「
平
山
郁
夫
美
術
館
」

の
入
館
券
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
「
デ
ジ
タ
ル

フ
リ
ー
パ
ス
」
を
販
売
。
大
人
三
千
円
、
子

ど
も
千
五
百
円
で
、
ア
プ
リ
上
で
購
入
可
能

と
し
た
。
そ
の
他
に
、「
せ
と
う
ち
島
た
び

ク
ル
ー
ズ
」
や
「
三
原
観
光
タ
ク
シ
ー
で

め
ぐ
る　

三
原
竜
王
山
・
筆
影
山
」「
竹
細

工
体
験
」
な
ど
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
も
、
ア

プ
リ
上
で
予
約
・
決
済
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
チ

ケ
ッ
ト
で
販
売
さ
れ
た
。

瀬
戸
内
を
知
ら
な
い
人
を

誘
導
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要

六
カ
月
間
の
実
証
実
験
中
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
が
起
こ
っ
た
が
、
ア

プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
は
約
一
万
九
千
件

地
域
の
コ
ン
テ
ン
ツ
や
交
通
を
可
視
化
し
、

観
光
型M

aaS

ア
プ
リ
で
観
光
誘
客

J
R
西
日
本 

瀬
戸
内
エ
リ
ア
へ
の
観
光
誘
客
拡
大
に
向
け
、

観
光
型M

aaS

「se
towa
」
の
実
証
実
験
が

行
わ
れ
た
。
出
発
地
か
ら
目
的
地
ま
で
の
交
通
機
関
な
ど
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な

ど
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
検
索
・
予
約
・
決
済
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
今
回
の
実
証
実

験
を
踏
ま
え
、
現
在
、
新
た
な
観
光
型M

aaS

の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

と
、
目
標
の
二
万
件
に
接
近
し
た
。
一
方
、

デ
ジ
タ
ル
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
数
は
一
千
件
の

目
標
に
対
し
、
約
三
百
六
十
件
だ
っ
た
。

「
お
客
さ
ま
の
声
を
聞
く
と
、『
こ
の
ア
プ
リ

は
ど
ん
な
ア
プ
リ
だ
ろ
う
か
』『
瀬
戸
内
っ
て

ど
ん
な
エ
リ
ア
な
ん
だ
ろ
う
か
』
と
思
っ
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
た
方
が
多
か
っ
た
よ
う

で
す
。
瀬
戸
内
に
行
く
こ
と
を
決
め
て
使
用

し
て
い
た
人
は
限
ら
れ
て
い
た
の
で
、
ア
プ

リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
人
を
瀬
戸
内
の
旅

に
誘
う
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
エ
リ
ア
の
紹

介
や
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
が
必
要
だ
と
感
じ
ま

し
た
。そ
う
し
た
中
で
も
、若
い
人
を
中
心
に
、

デ
ジ
タ
ル
へ
の
抵
抗
感
な
く
ご
利
用
い
た
だ

け
た
と
い
う
手
応
え
は
あ
り
ま
し
た
」

一
方
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ラ
ー
機
能
を
充
実
さ

せ
た
こ
と
で
、
単
純
な
経
路
検
索
が
で
き
な

い
と
い
う
課
題
も
見
え
て
き
た
。

「
一
本
後
の
便
を
検
索
し
た
り
、
出
発
時
間

を
ず
ら
し
た
り
と
い
っ
た
こ
と
が
今
回
の
仕

組
み
で
は
う
ま
く
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
機

動
的
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
機
能
を
う
ま
く

融
合
で
き
な
い
か
と
現
在
考
え
て
い
ま
す
」

今
後
は
、
二
〇
二
〇
年
十
月
か
ら
始
ま
る

せ
と
う
ち
広
島
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
見
据
え
、
今
回
の
実
証
実
験
を

踏
ま
え
て
、
瀬
戸
内
旅
行
に
欠
か
せ
な
い
ア

プ
リ
と
し
て
、
機
能
改
修
や
コ
ン
テ
ン
ツ
拡

充
を
図
っ
た
観
光
型M

aaS

を
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

setowaのデジタルフリーパスに含まれた千光寺山麓から山頂までのロープウェイ
写真提供：尾道観光協会

◆JR西日本   URL https://www.jr-odekake.net/navi/setowa　  　

特集

？

モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
で
地
域
を
変
え
る

setowaアプリ画面　
画像提供：JR西日本

スケジューラー機能の使用例

画像提供：JR西日本

デジタルフリーパスの区間
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ク
ル
マ
に
よ
る
社
会
貢
献
と
は

実
証
実
験
を
行
っ
て
い
る
地
域
は
、
広
島

県
三
次
市
の
北
部
に
位
置
す
る
作さ

く

木ぎ

町
と
、

南
部
に
位
置
す
る
川
西
地
区
で
あ
る
。

作
木
町
は
古
く
か
ら
江ご

う

の
川
を
利
用
し
た

水
運
に
よ
っ
て
開
け
、
三
次
と
島
根
県
江ご

う

津つ

市
を
結
ぶ
交
通
の
要
所
と
な
っ
て
き
た
。
町

内
を
走
っ
て
い
た
J
R
三さ

ん

江こ
う

線せ
ん

は
二
〇
一
八

年
四
月
に
廃
線
と
な
り
、
駅
は
現
在
三
次
市

が
運
営
す
る
J
R
代
替
バ
ス
の
停
留

所
に
な
っ
て
い
る
。
町
内
に
は
三
次
市

が
運
営
す
る
定
時
定
路
線
の
バ
ス
が

走
っ
て
い
る
が
、
集
落
が
点
在
し
て

い
る
た
め
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
ま
で

の
移
動
が
困
難
な
住
民
が
多
い
。
そ

の
た
め
、
二
〇
一
一
（
平
成
二
十
三
）

年
か
ら
地
元
の
N
P
O
法
人
元
気
む

ら
さ
く
ぎ
が
、
自
宅
か
ら
バ
ス
停
、
診
療
所

等
ま
で
を
送
迎
す
る
定
額
制
の
予
約
型
地
域

交
通
サ
ー
ビ
ス
を
運
行
し
て
き
た
。
交
通
空

白
地
域
で
住
民
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
登
録
を
受
け
た
N
P
O
や
市
町
村
な
ど

が
自
家
用
車
を
用
い
て
有
償
で
運
送
す
る

「
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
」
制
度
を
用
い
た

サ
ー
ビ
ス
だ
。

川
西
地
区
で
は
、
買
い
物
や
通
院
の
際
に

三
次
市
中
心
部
ま
で
行
く
必
要
が
あ
る
が
、

地
区
内
の
交
通
手
段
は
自
家
用
車
や
一
日
数

便
の
バ
ス
に
限
ら
れ
て
い
た
。

マ
ツ
ダ
は
、
二
〇
一
七
（
平
成
二
十
九
）
年

に
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
〝Z

ズ
 
ー
 
ム

O
O

M

―Z

ズ
 
ー
 
ム

O
O

M

〟

宣
言２０３０

を
発
表
し
、
そ
の
中
で
社
会
に

対
し
て
、「
安
心
・
安
全
な
ク
ル
マ
と
社
会

の
実
現
に
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が
、
す
べ
て

の
地
域
で
、
自
由
に
移
動
し
、
心
豊
か
に
生

活
で
き
る
仕
組
み
を
創
造
し
築
い
て
い
き
ま

す
」
と
宣
言
し
て
い
る
。
こ
の
宣
言
の
下
、

ク
ル
マ
を
使
っ
て
ど
の
よ
う
な
社
会
貢
献
が

で
き
る
か
を
検
討
し
た
中
で
浮
か
び
上
が
っ

た
の
が
、
公
共
交
通
機
関
が
手
薄
な
県
内
の

交
通
空
白
地
域
で
の
移
動
支
援
だ
っ
た
。
支

援
体
制
と
し
て
は
、
自
治
連
合
会
や
N
P
O

法
人
が
運
営
す
る
地
域
の
移
動
サ
ー
ビ
ス

を
、
行
政
（
広
島
県
地
域
政
策
局
と
三
次
市

地
域
振
興
部
）
と
マ
ツ
ダ
で
サ
ポ
ー
ト
す
る

形
を
考
え
、
そ
の
実
証
実
験
の
場
と
し
て
作

木
町
と
川
西
地
区
が
選
ば
れ
た
。

地
域
住
民
が
ド
ラ
イ
バー
と
なって

支
え
合
う

実
証
実
験
を
始
め
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
理

想
の
暮
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
、
移
動
の
あ
り

方
を
地
域
住
民
と
協
議
す
る
た
め
、
自
治
会

会
長
や
住
民
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
関
係
者

ら
と
と
も
に
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
繰
り
返

し
開
催
し
た
。
そ
の
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、

買
い
物
や
通
院
と
い
っ
た
日
常
生
活
で
の
移

動
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
寄
り
合
い
や
催
事

な
ど
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を
生
む
イ
ベ
ン

ト
へ
の
移
動
が
も
た
ら
す
幸
せ
だ
っ
た
。
こ

う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
成
果
を
も
と

に
、
配
車
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
着
手
し
た
。

こ
の
移
動
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
ま
ず
利
用
者

が
電
話
や
ア
プ
リ
を
通
じ
て
、
N
P
O
法
人

元
気
む
ら
さ
く
ぎ
や
川
西
自
治
連
合
会
な
ど

の
運
行
主
体
に
車
の
手
配
を
依
頼
し
、
運
行

主
体
か
ら
ド
ラ
イ
バ
ー
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

に
送
迎
の
情
報
を
送
る
と
い
う
流
れ
に
な
っ

て
い
る
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
地
域
住
民
が
担
い
、
年
齢

層
は
六
十
代
が
中
心
だ
。
ド
ラ
イ
バ
ー
は
ま
ず

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
で
ア
プ
リ
を
開
き
、
当
日
の

運
行
表
か
ら
こ
れ
か
ら
運
行
す
る
便
を
選
択
す

る
。
画
面
が
遷
移
す
る
と
、
そ
の
運
行
ル
ー
ト

が
示
さ
れ
、
出
発
ボ
タ
ン
を
タ
ッ
チ
す
る
と
、

そ
の
情
報
が
時
刻
と
と
も
に
管
理
者（
運
行
主

体
）
の
管
理
画
面
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
到
着
時
に
も
同
様
の
操
作
を
す
る
。

管
理
者
画
面
で
は
、
運
行
便
や
停
留
所
、

車
両
、
ド
ラ
イ
バ
ー
、
ル
ー
ト
情
報
な
ど
を

管
理
し
、
出
発
か
ら
到
着
ま
で
の
距
離
や
移

動
時
間
が
自
動
で
算
出
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。
予
約
人
数
が
乗
車
定
員
を
超
え
た

時
や
、
遅
延
す
る
時
は
、
管
理
者
画
面
に
知

ら
せ
が
届
く
。
パ
ソ
コ
ン
に
あ
る
程
度
慣
れ

た
人
で
あ
れ
ば
簡
単
に
操
作
で
き
る
よ
う
に

設
計
さ
れ
て
い
る
。

地
域
活
性
化
を
促
す
ア
プ
リ

利
用
者
向
け
の
ア
プ
リ
で
は
、
予
約
や
運

行
状
況
確
認
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

イ
ベ
ン
ト
の
た
め
の
特
別
便
の
運
行
を
知
ら

せ
、
そ
の
予
約
が
で
き
る
の
も
大
き
な
特
徴

と
な
っ
て
い
る
。

「
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
主
と
し

た
配
車
ア
プ
リ
と
異
な
り
、
人
と
人
の
つ
な

が
り
を
生
む
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
設
定
し
、

そ
の
移
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
、
地
域
で

主
体
的
に
運
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
活
性
化
に
貢
献
す
る
ア
プ
リ
と

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
」
と
実
証
実
験

に
携
わ
っ
て
き
た
商
品
戦
略
本
部
の
吉
田
真

一
郎
さ
ん
は
説
明
す
る
。

予
約
画
面
で
は
、
予
約
日
を
選
択
し
、
運

行
便
を
選
ん
で
、
診
療
所
、
バ
ス
停
、
J
A
、

役
所
な
ど
の
停
留
所
か
ら
降
車
場
所
を
選
択

す
る
。
利
用
者
か
ら
は
、「
自
宅
の
前
ま
で

迎
え
に
来
て
く
れ
る
の
で
助
か
る
」「
乗
合

の
時
は
車
内
で
の
会
話
が
楽
し
い
」
と
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う
。

実
証
実
験
は
現
在
も
継
続
中
で
、
マ
ツ

ダ
で
は
蓄
積
し
た
デ
ー
タ
を
次
世
代
コ
ネ
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
技
術※

３

や
、
自
動
運
転
技
術
と
組

み
合
わ
せ
た
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア

サ
ー
ビ
ス
の
開

発
に
今
後
生
か

人
の
つ
な
が
り
や
心
豊
か
な
暮
ら
し
を

移
動
支
援
に
よ
っ
て
実
現
す
る

マ
ツ
ダ
株
式
会
社  
《
広
島
県
》

マ
ツ
ダ
は
、
広
島
県
、
三
次
市
と
連
携
し
、
将
来
の
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア※

１

を
見
据
え
た

移
動
サ
ー
ビ
ス
の
実
証
実
験
を
二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
十
二
月
よ
り
実
施
し

て
い
る
。
交
通
空
白
地
域※

２
と
な
っ
て
い
る
地
区
で
、
地
域
住
民
の
移
動
を
支
え
る

と
と
も
に
、
住
民
同
士
が
支
え
合
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

創
出
を
図
っ
て
い
る
。

し
て
い
く
予
定
だ
。

「
運
転
す
る
人
が
移
動
困
難
者
を
支
え
る
、

い
わ
ゆ
る
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
基
本
に
し
な
が

ら
も
、
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
も
運
転
を
通
じ
て

心
と
体
が
元
気
に
な
り
、
い
つ
ま
で
も
運
転

を
楽
し
め
る
。
そ
の
よ
う
な
地
域
全
体
が
活

性
化
す
る
地
域
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
構
築
を
目

指
し
て
い
ま
す
」
と
吉
田
さ
ん
。

行
政
や
住
民
組
織
、
交
通
事
業
者
な
ど
、

同
じ
志
を
持
つ
仲
間
を
増
や
し
、
共
創
に

よ
っ
て
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆マツダ株式会社   URL https://www.mazda.com　  写真提供：マツダ株式会社

特集

？

モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
で
地
域
を
変
え
る

※1 ライドシェア…自動車の相乗り、または運転者と相乗り
　　　　　　　　　する人を引き合わせるサービス

※2 交通空白地域…半径数百m〜1km以内に鉄道駅やバス停がない地域。
　　　　　　　　　基準となる距離は地域によって異なる

※3 次世代コネクティビティ技術…通信ネットワークに常時接続し、
自動車にさまざまなサービスを
提供する技術の総称

ドライバーが利用者の自宅まで行き乗車をサポート

作木町を走るMAZDA CX-5。実験車両も同社が提供

利用者アプリ画面。地域のイベントに
関連した特別便の知らせがあるのも特徴

利用者からは乗合の時は会話が楽しいとの声が上がる

ドライバーアプリ画面。出発・到着ボタンをタッチす
ると、管理者に情報が届く

実証実験のスキーム

行政機関

マツダ

支援制度／法令手続き等サポート

ドライバー

手配・配車

サービス利用者

地 域

電話やアプリを通じて依頼

送迎（乗合）

地域イベント連携

駅・バス停

診療所

スーパーなど

アプリ・車両提供

移動を促す仕掛けや、
地域経済を活性化する
仕掛けを創出して連携
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特集

？

地
方
都
市
の
新
し
い

交
通
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
作
る

下
関
市
に
本
社
を
置
く
山
口
第
一
交
通
グ

ル
ー
プ
は
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
）
年

の
創
業
以
来
、
一
般
タ
ク
シ
ー
や
福
祉
タ
ク

シ
ー
、
貸
し
切
り
バ
ス
な
ど
の
交
通
事
業
、

観
光
業
、
不
動
産
業
、
保
険
業
な
ど
、
幅
広

い
事
業
を
展
開
し
て
き
た
。
中
で
も
、
タ
ク

シ
ー
事
業
は
、
県
内
五
市
に
営
業
所
を
持
ち
、

県
内
最
大
手
の
事
業
者
と
な
っ
て
い
る
。

二
〇
一
八
（
平
成
三
十
）
年
四
月
に
、

I
T
事
業
に
特
化
し
た
子
会
社
、
R
E
A
を

設
立
し
、
A
I
乗
合
配
車
シ
ス
テ
ム
の
開
発

の
ほ
か
、
労
務
管
理
、
勤
怠
管
理
と
い
っ
た

交
通
事
業
者
向
け
の
業
務
改
善
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
。

「
R
E
A
で
作
っ
た
シ
ス
テ
ム
を
グ
ル
ー
プ

の
タ
ク
シ
ー
事
業
で
導
入
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
地
方
都
市
で
の
新
し
い
交
通
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」
と
、
R
E
A
の
代
表
取
締
役
社
長
を

務
め
る
坂
田
敬
次
郎
さ
ん
は
話
す
。

A
I

の
自
動
計
算
に
よ
り

瞬
時
に
ル
ー
ト
を
提
案

二
〇
一
九
（
平
成
三
十
一
）
年
四
月
一
日
か

ら
二
十
六
日
に
か
け
て
山
口
市
で
A
I
乗
合

タ
ク
シ
ー
Noruuu
の
実
証
実
験
を
同
社
単

独
で
行
っ
た
。

Noruuu
は
、
利
用
者
の
予
約
状
況
に
応

じ
て
、
最
適
な
走
行
ル
ー
ト
を
A
I
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
自
動
計
算
し
配
車
を
行
う
も
の
で
、

定
時
定
路
線
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
タ
ク
シ
ー※

１
や
バ

ス
と
異
な
り
、
好
き
な
場
所
、
時
間
に
呼
び
出

せ
る
の
が
特
長
だ
。
利
用
者
は
、
乗
車
地
点
と

降
車
地
点
、
希
望
の
到
着
時
間
な
ど
の
予
約
情

報
を
ア
プ
リ
で
入
力
、
ま
た
は
電
話
で
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
タ
ク
シ
ー
を
待
つ
。
タ

ク
シ
ー
が
向
か
っ
て
い
る
途
中
に
、
別
の
利
用

者
か
ら
予
約
が
入
っ
た
場
合
は
、
各
道
路
で
の

走
行
速
度
や
利
用
者
の
希
望
到
着
時
間
を
加
味

し
な
が
ら
A
I
が
自
動
計
算
し
、
そ
の
利
用
者

を
途
中
で
迎
え
に
行
く
か
、
最
初
の
利
用
者
を

降
ろ
し
て
か
ら
別
の
利
用
者
を
迎
え
に
行
く
べ

き
か
を
判
断
し
、
タ
ク
シ
ー
運
転
手
に
指
示
を

送
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

「
従
来
の
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー※

２

で
は
、

こ
の
ル
ー
ト
計
算
を
す
べ
て
人
が
行
っ
て
い

ま
し
た
。
人
で
は
瞬
時
に
計
算
で
き
ず
、ル
ー

ト
を
組
む
ま
で
に
時
間
が
か
か
っ
て
い
た
た

め
、
お
迎
え
時
間
の
一
時
間
前
ま
で
に
予
約

す
る
形
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
Noruuu

で
は
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
計
算
が
行
わ
れ
る
た

め
、
外
出
し
た
い
と
き
に
す
ぐ
注
文
で
き
る

の
が
利
点
で
す
」

山
口
市
の
実
証
実
験
で
は
、
運
行
エ
リ
ア

は
湯
田
温
泉
駅

の
半
径
三
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
圏
内
、

営
業
時
間
は
平

日
の
十
時
か
ら

十
七
時
ま
で
、
運
賃
は
定
額
二
百
円
と
し
、

ワ
ゴ
ン
車
二
台
で
運
行
し
た
。
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
所
有
し
て
な
い
高
齢
者

に
も
利
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
ス
マ
ホ

や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
受
付
予
約
以
外

に
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
置
い
て
予
約
が
で
き
る
拠
点
を
設
け
た
。

「
高
齢
者
が
多
い
地
域
で
予
約
方
法
を
ア
プ

リ
に
限
定
し
て
し
ま
う
と
、
利
用
者
は
な
か

な
か
増
え
ま
せ
ん
。
た
だ
、
ア
プ
リ
か
電
話

か
は
手
段
の
話
で
、
一
番
の
目
的
は
A
I
乗

合
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
当

社
と
し
て
は
利
用
者
の
方
々
に
ス
ト
レ
ス
な

く
使
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
、

電
話
予
約
の
サ
ー
ビ
ス
も
強
化
し
ま
し
た
」

実
働
二
十
日
間
で
利
用
数
は
約
四
百
件
。

口
コ
ミ
で
評
判
が
広
が
る
と
、
利
用
者
が
増

え
出
し
、
終
わ
り
を
迎
え
る
こ
ろ
に
は
一
日

四
十
人
近
く
の
利
用
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ

の
結
果
を
受
け
、
二
〇
二
〇（
令
和
二
）年
二

月
に
は
、
山
口
市
の
交
通
施
策
の
高
度
化
な

ど
を
目
的
に
、山
口
市
と
「
次
世
代
運
行
サ
ー

ビ
ス
に
お
け
る
連
携
協
定
」
を
締
結
し
た
。

同
年
二
月
十
二
日
か
ら
三
月
二
十
六
日
に

か
け
て
は
、
宇
部
市
の
委
託
を
受
け
、
東ひ

が
し

岐き

波わ

地
区
で
Noruuu
の
実
証
実
験
を
行
っ

た
。
こ
の
地
域
の
公
共
交
通
は
路
線
バ
ス
が

一
～
二
時
間
に
一
便
程
度
と
利
便
性
が
低
い

た
め
、
以
前
か
ら
親
会
社
で
乗
合
タ
ク
シ
ー

を
運
行
し
て
い
た
。
し
か
し
、
定
時
定
路
線

で
乗
降
場
所
ま
で
移
動
す
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
利
用
者
数
が
伸
び
悩
ん
で
お
り
、
そ
の

代
替
方
法
と
し
て
Noruuu
を
検
討
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。

利
用
者
に
は
自
家
用
車
を
所
有
し
な
い

六
十
代
以
上
の
人
を
想
定
。
運
行
エ
リ
ア
は
、

岐
波
駅
を
中
心
に
ス
ー
パ
ー
、
病
院
な
ど
の

生
活
機
能
を
含
ん
だ
半
径
二
キ
ロ
メ
ー
ル
の

範
囲
で
、
水
曜
日
・
木
曜
日
の
八
時
か
ら

十
二
時
ま
で
運
行
し
た
。
従
来
の
定
時
定
路

線
の
乗
合
タ
ク
シ
ー
に
比
べ
、
二
倍
近
く
の

人
が
利
用
し
た
と
い
う
。
本
格
運
行
に
向
け

て
、
現
在
、
市
と
検
討
し
て
い
る
段
階
だ
。

利
用
者
が
使
い
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
を

山
口
市
の
実
証
実
験
で
は
、
六
十
代
以
上

が
利
用
者
の
半
分
以
上
を
占
め
た
が
、
三
十

代
の
利
用
も
多
く
み
ら
れ
た
。
自
家
用
車
が

な
い
日
中
に
買
い
物
に
行
く
人
や
子
ど
も
の

習
い
事
の
送
り
迎
え
に
利
用
す
る
人
も
多

か
っ
た
そ
う
だ
。

「
山
口
市
で
も
東
岐
波
で
も
、
少
し
歩
く
の
に

も
苦
労
す
る
人
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
い
っ
た
利
用
者
の
方
に
実
際
に
お

地
域
の
実
態
に
合
わ
せ
た
A
I

乗
合
タ
ク
シ
ー
で

気
軽
に
移
動
で
き
る
環
境
を
つ
く
る

株
式
会
社
R

リ
 
ーE

A  
《
山
口
県
》

山
口
第
一
交
通
グ
ル
ー
プ
の
R
E
A
で
は
、
A
I
乗
合
タ
ク
シ
ー
「
N

ノ
 
ル
 
ー

oruuu
」

を
開
発
し
、
県
内
で
実
証
実
験
を
展
開
し
て
い
る
。
地
域
の
実
態
を
把
握
し
、
利

用
者
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
担
当
者
の
意
見
を
柔
軟
に
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ
る

こ
と
で
、
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
へ
と
つ
な
げ
て
い
る
。

モ
ビ
リ
テ
ィ
革
命
で
地
域
を
変
え
る

会
い
し
て
話
を
聞
く
と
、
ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ

を
使
っ
た
予
約
は
、
相
当
ハ
ー
ド
ル
が
高
い

と
実
感
し
ま
し
た
」
と
開
発
を
担
当
す
る
毛

利
有
貴
さ
ん
は
話
す
。
利
用
者
や
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
の
担
当
者
が
使
い
や
す
い
よ
う
な
シ

ス
テ
ム
を
目
指
し
、
現
場
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
改
良
を
進
め
て
い
る
。

「
ル
ー
ト
や
降
車
場
所
、
速
度
、
時
間
な
ど

を
デ
ー
タ
と
し
て
蓄
積
し
、
集
中
の
度
合
い

や
、
使
わ
れ
て
い
な
い
場
所
な
ど
を
可
視
化

し
て
、
分
析
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
乗
合
率

を
ど
う
高
め
る
か
も
、
今
後
の
課
題
の
一
つ

と
し
て
捉
え
て
い
ま
す
」

利
用
者
の
生
活
パ
タ
ー
ン
な
ど
地
域
の
実
態

を
把
握
し
て
、
利
用
し
や
す
い
サ
ー
ビ
ス
に

つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
点
が
、
同
社
が
自
治
体

か
ら
高
い
評
価
を
受
け
る
理
由
で
も
あ
る
。

「
地
域
の
実
態
と
運
行
モ
デ
ル
に
隔
た
り
が

あ
る
と
十
分
に
利
用
さ
れ
ず
、
本
格
運
行
に

至
ら
ず
に
実
証
実
験
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
当
社
は
東
京
に
も
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
い
ま

す
が
、
定
期
的
に
山
口
に
来
て
地
域
の
方
と

話
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
目
線
で
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
環
境
が
当
社
の
強
み
だ
と

思
い
ま
す
」
と
坂
田
社
長
。

同
社
の
交
通
事
業
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
移

動
で
人
々
を
幸
せ
に
す
る
」。
移
動
困
難
者
の

減
少
や
高
齢
者
の
免
許
返
納
の
推
進
を
図
る

た
め
に
も
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
サ
ー
ビ

ス
を
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆株式会社REA：083（922）1368   URL http://rea-fun.com　  写真提供：株式会社REA　

山口市での実証実験で運行
したAI乗合タクシー

コールセンターで電話を受け、
予約内容をシステムに入力

Aさんが予約した際、AIが Aさん
に合った最適なタクシーを割り
出し、そのタクシーに対してAさん 
を迎えに行くように指示する。

Aさんを迎えに行く途中に、Bさん
が予約したら、 A I が自動で
ルート計算を実施する。

Aさんを迎えた後、Bさんを迎え
に行くように最適な走行ルート
をリアルタイムにタクシーに指
示する。

ここで降りる

Bさん

ここで乗る

Aさん

ここで降りる

ここで乗る

ここで乗る

Aさん

Bさん

ここで降りる

ここで乗る

ここで乗る

Aさん

ここで降りるここで降りる

1 2 3

AIによるルート計算

名前や電話番号、
メールアドレスなど
利用者情報を登録

乗車地点と降車地点
を指定

Noruuuスマホ
アプリ画面

お迎え予定時間と
到着予定時間を自
動計算して提案

※1 コミュニティタクシー…停留所を設置して、時刻表により運行
　　　　　　　　　　　　する、定時定路線の乗合交通サービス

※2 デマンド型乗合タクシー…利用者の予約に応じた時間、
　　　　　　　　　　　　　　経路で運行するタクシー
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技
術・技
能
を
伝
承
す
る
企
業
に

約
三
十
年
前
、〝
滅
び
ゆ
く
製
造
業
〟
を

追
っ
た
テ
レ
ビ
番
組
が
あ
っ
た
。
舞
台
は
も

の
づ
く
り
の
ま
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
東
京
都

大
田
区
。「
後
継
者
が
い
な
い
」「
若
い
人
が

入
っ
て
こ
な
い
」
と
、
工
場
を
閉
め
て
い
く

鉄
工
所
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。

番
組
を
見
た
後
、
実
際
に
大
田
区
へ
見
学

に
行
っ
た
。
あ
ち
こ
ち
の
工
場
で
聞
い
た
声

は
、
番
組
の
内
容
と
同
じ
だ
っ
た
。

「
や
っ
ぱ
り
、
ど
こ
も
一
緒
だ
な
」

そ
う
思
い
、
帰
り
の
飛
行
機
に
乗
っ
た
。

一
緒
に
見
学
し
た
、
山
口
県
を
代
表
す
る
ハ
イ

テ
ク
メ
ー
カ
ー
の
社
長
が
ポ
ツ
リ
と
言
っ
た
。

「
下
関
も
職
人
は
お
前
た
ち
で
終
わ
り
や
の
ぉ
」

「
そ
う
で
す
ね
、
僕
た
ち
で
終
わ
り
で
し
ょ
う
」

「
お
前
は
、
え
え
ん
か
？
」

「
し
ょ
う
が
な
い
で
す
よ
ね
」

「
い
や
い
や
、
お
前
な
ん
と
か
せ
い
や
」

そ
う
言
わ
れ
て
、
企
業
家
は
ハ
ッ
と
し
た
。

「
そ
う
か
、
こ
れ
が
俺
た
ち
の
仕
事
か
な
」

そ
の
頃
、
自
分
自
身
も
若
い
人
が
会
社
に

入
っ
て
こ
な
い
と
思
い
悩
ん
で
い
た
。

「
下
関
に
帰
っ
て
き
て
、
会
社
の
み
ん
な
と
話

し
合
い
ま
し
た
。『
自
分
た
ち
が
持
っ
て
い
る

技
術
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

だ
か
ら
技
術
・
技
能
伝
承
企
業
に
な
ろ
う
』

と
。
そ
し
て
、一
九
九
三
（
平
成
五
）
年
に
は
、

無
理
を
し
て
、
冷
暖
房
完
備
の
工
場
を
新
設

し
ま
し
た
。
当
時
、
売
上
高
一
億
八
千
万
円

の
会
社
が
三
億
円
を
か
け
て
新
し
い
工
場
を

作
っ
た
の
で
、
市
内
で
は
『
あ
そ
こ
は
も
う

終
わ
り
だ
』
と
思
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
」

と
企
業
家
は
笑
顔
で
振
り
返
る
。
株
式
会
社

ひ
び
き
精
機
の
松
山
英
治
社
長
で
あ
る
。

父
の
創
業
と
再
出
発

松
山
社
長
は
下
関
市
で
生
ま
れ
、
十
四
歳

の
と
き
、
父
の
康
夫
氏
が
個
人
事
業
主
と
し

て
彦
島
塩
浜
町
で
松
山
製
作
所
を
創
業
し
た
。

「
退
職
金
を
全
部
つ
ぎ
込
ん
で
工
作
機
械
を

買
っ
て
創
業
し
た
の
だ
か
ら
、
大
学
に
行
か
せ

る
余
裕
は
な
い
。
実
業
高
校
に
行
っ
て
働
い
て

く
れ
」
と
父
に
言
わ
れ
、
下
関
工
業
高
校
に
通

い
な
が
ら
働
き
始
め
た
。
い
つ
も
工
作
機
械
を

間
近
に
見
て
い
た
の
で
、
学
校
の
成
績
は
と
て

も
良
か
っ
た
と
い
う
。
名
古
屋
の
大
手
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、

年
の
離
れ
た
き
ょ
う
だ
い
の
こ
と
を
考
え
、
結

局
下
関
に
残
る
決
断
を
し
た
。

そ
の
矢
先
の
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
）
年

四
月
、
松
山
製
作
所
が
倒
産
。
松
山
社
長
は
数

カ
月
の
間
、
他
所
で
ア
ル
バ
イ
ト
と
し
て
働
き

な
が
ら
銀
行
と
話
を
つ
け
、
父
と
二
人
で
借
金

を
返
す
こ
と
に
な
っ
た
。
有
限
会
社
ひ
び
き
精

機
工
作
所
と
し
て
の
再
出
発
だ
っ
た
。

借
金
を
返
し
終
え
た
の
は
、
二
十
五
歳
の

こ
ろ
。
す
で
に
社
員
も
数
名
い
て
事
業
が
拡

大
し
て
い
た
た
め
、
形か

た
ち

山や
ま

み
ど
り
町
に
工
場

を
設
立
し
て
移
転
し
た
。

半
導
体
製
造
装
置
の
部
品
加
工

で
鍛
え
ら
れ
た
技
術

昭
和
の
終
わ
り
頃
か
ら
半
導
体
製
造
装
置

の
部
品
加
工
業
務
に
進
出
し
、
現
在
の
主
要

事
業
で
あ
る
ス
テ
ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
な
ど
、

さ
び
な
い
金
属
を
切
削
し
て
部
品
を
製
造
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。

半
導
体
製
造
装
置
の
部
品
は
、
マ
イ
ク
ロ

メ
ー
ト
ル（
〇・〇
〇
一
ミ
リ
）の
精
度
が
求
め

ら
れ
る
。
軟
ら
か
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
表
面

に
キ
ズ
を
つ
け
な
い
高
度
な
加
工
技
術
が
必

要
だ
っ
た
。
キ
ズ
が
で
き
る
と
目
に
見
え
な

い
小
さ
な
ゴ
ミ
が
そ
こ
に
入
り
込
ん
で
し
ま

い
、
半
導
体
製
造
装
置
の
真
空
空
間
の
中
で

ホ
コ
リ
の
よ
う
に
舞
っ
て
し
ま
う
か
ら
だ
。

「
キ
ズ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
も
キ

ズ
が
つ
い
て
し
ま
う
。
例
え
ば
、
ド
リ
ル
で
板

に
穴
を
開
け
た
と
き
、
裏
を
み
る
と
や
は
り
キ

ズ
が
で
き
て
い
る
。
ど
う
し
て
だ
ろ
う
か
と
、

最
初
の
こ
ろ
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
」

松
山
社
長
は
、五
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル（
〇・

〇
〇
五
ミ
リ
）の
キ
ズ
は
指
で
触
っ
て
わ
か
る

と
い
う
。
あ
る
日
の
夕
方
、
夕
日
が
差
し
込

む
工
場
内
を
眺
め
た
と
き
に
、
キ
ラ
キ
ラ
と

光
る
も
の
が
空
中
を
舞
っ
て
い
る
こ
と
に
気

づ
い
た
。「
あ
、
こ
れ
だ
」。
工
場
内
の
別
の

機
械
で
加
工
し
て
い
る
金
属
の
細
か
い
粉
が
、

離
れ
た
場
所
に
降
っ
て
い
た
の
だ
。
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社
員
と
と
も
に
成
長
し
、世
の
中
の
役
に
立
ち
続
け
る

株
式
会
社
ひ
び
き
精
機　

代
表
取
締
役
社
長　

松
山 

英
治    

《
山
口
県
下
関
市
》

p r o f i l e

松山 英治〈まつやま・えいじ〉

1953年山口県下関市生まれ。山口県立下関工業高校の機械科を卒業後、父が
創業した松山製作所に入社。1972年有限会社ひびき精機工作所に社名変更、
1992年株式会社ひびき精機に組織変更。1997年に同社代表取締役に就任。
2007年経済産業省中小企業庁第２回「元気なモノ作り中小企業300社」選定、
2013年同「がんばる中小企業・小規模事業者300社」選定。2017年（公社）中
小企業研究センター第51回「グッドカンパニー大賞」受賞。2018年度第36回日
刊工業新聞社主催「優秀経営者顕彰」受賞。売上高約20億円、従業員数96名。

300mm×350mm×80mmのアルミの角材から削り出した半導体製造
装置真空部品。肉厚3mm。切削の際、被削材が共振して振動が起こり、
削り目が荒れやすくなるこの難削材をスムーズに仕上げられるのがひび
き精機の技術力の証しである　
写真提供：株式会社ひびき精機
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「
そ
れ
か
ら
工
場
を
徹
底
し
て
掃
除
す
る
よ
う

に
な
り
、
ホ
コ
リ
の
出
な
い
工
場
に
し
て
い

き
ま
し
た
。
当
時
、
金
属
加
工
は
『
汚
い
、

き
つ
い
、
危
険
』
の
３
K
の
仕
事
と
言
わ
れ

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
う
ち
は
、
ス
テ

ン
レ
ス
や
ア
ル
ミ
な
ど
の
比
較
的
新
し
い
難

削
材
を
扱
っ
て
、
技
術
も
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
な
か
な
か
若
い
人
が
入
っ

て
き
ま
せ
ん
で
し
た
」

そ
う
し
た
中
で
転
機
に
な
っ
た
の
が
、
冒

頭
の
東
京
出
張
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
大
田
区

以
外
に
も
、
東
京
都
府
中
市
に
あ
る
、
優
れ

た
真
空
技
術
を
持
つ
半
導
体
装
置
メ
ー
カ
ー

を
訪
れ
、
自
分
た
ち
の
製
造
部
品
が
ど
う
使

わ
れ
て
い
る
か
を
実
際
に
見
学
し
た
。

府
中
市
で
見
た
工
場
は
、
強
く
印
象
に
残
っ

て
い
た
。
空
調
設
備
の
あ
る
工
場
で
若
い
人

が
た
く
さ
ん
働
い
て
い
た
。
機
械
が
発
す
る

熱
で
暑
い
中
、
汗
み
ど
ろ
に
な
っ
て
働
く
こ

と
が
当
た
り
前
だ
っ
た
当
時
で
は
、
考
え
ら

れ
な
い
環
境
だ
っ
た
。

「
こ
ん
な
工
場
を
建
て
た
い
。
建
て
る
金
も
維

持
費
も
か
か
る
け
ど
、
自
分
た
ち
に
で
き
る

の
だ
ろ
う
か
」

不
安
も
あ
っ
た
が
、
松
山
社
長
は
思
い
切
っ

て
決
断
し
た
。

新
し
い
工
場
で
品
質
が
向
上
し

若
い
社
員
も
入
社

一
九
九
三
年
四
月
、
冷
暖
房
完
備
の
小お

月づ
き

工
場
が
竣
工
し
、
全
面
移
転
し
た
。

「
品
質
は
見
違
え
る
ほ
ど
良
く
な
り
ま
し
た
。

工
場
を
き
れ
い
な
状
態
で
維
持
し
て
き
た
こ

と
で
、
若
い
人
も
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

ス
テ
ン
レ
ス
、
ア
ル
ミ
、
チ
タ
ン
の
加
工

で
は
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
加
工
技
術
を
持
っ
て

い
た
同
社
は
、
数
年
後
、
大
手
半
導
体
装
置

メ
ー
カ
ー
と
取
引
を
開
始
。
そ
の
会
社
が
世

界
ナ
ン
バ
ー
３
へ
と
成
長
す
る
の
に
伴
い
、

ひ
び
き
精
機
も
一
緒
に
伸
び
て
い
っ
た
。

小
月
工
場
の
建
設
前
、
一
億
八
千
万
円
だ
っ

た
売
上
高
は
、
三
億
五
千
万
円
に
増
え
た
。

一
九
九
八
（
平
成
十
）
年
に
同
工
場
を
増
設

す
る
と
、
売
上
高
は
予
想
の
五
億
五
千
万
円

を
超
え
、
七
億
二
千
万
円
と
な
っ
た
。
従
業

員
も
三
十
五
人
と
な
り
、
若
手
が
半
分
以
上

を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

「
大
手
半
導
体
装
置
メ
ー
カ
ー
と
の
取
引
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
、
同
じ
部
品
を
繰
り
返
し
受

注
す
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
僕
ら
が

自
作
し
た
治
工
具
と
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
基
に
作

り
方
を
若
手
に
伝
授
し
た
ら
、
僕
ら
先
輩
が

い
な
く
て
も
若
手
だ
け
で
生
産
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
ん
で
す
。
自
信
を
得
た
若
い
社
員

は
積
極
的
に
夜
勤
を
引
き
受
け
る
よ
う
に
な

り
、
少
な
い
人
数
で
も
同
時
に
い
く
つ
か
の

機
械
を
見
て
く
れ
る
の
で
生
産
効
率
が
高
ま

り
、
日
中
よ
り
も
夜
の
方
が
稼
ぐ
よ
う
に
な

り
ま
し
た
」

会
社
の
生
産
活
動
に
参
加
で
き
て
い
る
と

い
う
実
感
は
、
若
い
人
の
仕
事
へ
の
や
り
が

い
に
つ
な
が
っ
た
と
松
山
社
長
は
言
う
。
小

月
工
場
の
建
設
以
降
、
地
元
の
新
卒
者
を
毎

年
雇
用
し
続
け
、現
在
、九
十
六
名
の
従
業
員

の
平
均
年
齢
は
三
十
四
歳
と
、二
十
代
、
三
十

代
が
多
く
を
占
め
る
会
社
に
な
っ
て
い
る
。

「
展
示
会
で
そ
う
い
っ
た
話
を
す
る
と
、『
こ

の
会
社
と
は
長
く
付
き
合
え
る
』
と
大
手
企

業
に
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
で
す
」

二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
に
は
、
事
業

拡
張
に
よ
り
、
現
在
の
菊き

く

川が
わ

工
場
に
本
社
ご

と
移
転
し
た
。
二
〇
一
四
（
平
成
二
十
六
）

年
に
は
、
航
空
宇
宙
分
野
へ
の
進
出
に
伴
い
、

第
二
工
場
を
建
設
。
そ
の
後
、
半
導
体
業
界

が
〝
ス
ー
パ
ー
サ
イ
ク
ル
〟
と
呼
ば
れ
る
活

況
と
な
っ
た
こ
と
で
工
場
が
手
狭
に
な
り
、

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
六
月
、
第
三
工
場

を
新
設
し
た
。

「
僕
ら
の
よ
う
な
仕
事
は
、
設
備
投
資
か
ら

は
絶
対
に
逃
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
目
標
を
立
て
、

そ
れ
に
社
員
が
つ
い
て
き
て
く
れ
る
以
上

は
、
勇
気
を
奮
わ
な
い
と
、
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。
で
も
最
近
は
勇
気
で
は
な
く
覚
悟
で

す
ね
」

い
い
シ
ス
テ
ム
が
な
い
と

儲
か
ら
な
い

「
今
、
結
論
と
し
て
言
え
る
の
は
、
い
い
職
人

と
い
い
機
械
が
あ
っ
て
も
儲
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
。
こ
れ
に
い
い
シ
ス
テ
ム
が
加
わ
ら

な
い
と
稼
げ
な
い
ん
で
す
。
そ
れ
を
当
社
は

実
証
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
」
と
松
山
社
長

は
話
す
。

い
い
シ
ス
テ
ム
が
指
す
意
味
の
一
つ
は
、

工
場
を
は
じ
め
と
し
た
設
備
だ
。
空
調
を
完

備
し
て
働
き
や
す
い
環
境
を
作
り
、
常
に
作

業
効
率
の
向
上
を
目
指
し
て
、
改
善
を
繰
り

返
し
て
き
た
。

も
う
一
つ
の
意
味
は
I
T
化
で
あ
る
。

一
九
九
六
（
平
成
八
）
年
ご
ろ
か
ら
、
技
術
・

技
能
伝
承
企
業
を
目
指
し
、
若
手
に
教
え
る

た
め
に
作
っ
た
手
書
き
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
デ

ジ
タ
ル
化
し
、
過
去
の
失
敗
な
ど
も
デ
ー
タ

と
し
て
で
き
る
だ
け
蓄
積
し
て
い
こ
う
と
松

山
社
長
は
考
え
た
。

「
最
初
は
な
か
な
か
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
商
工
会
議
所
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
講

師
だ
っ
た
人
を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
彼
が
シ

ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
二
〇
〇
四
（
平

成
十
六
）
年
に
入
社
し
て
か
ら
は
、
き
ち
ん

と
し
た
シ
ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
」

そ
の
後
、
縁
あ
っ
て
知
り
合
っ
た
イ
ギ
リ

ス
人
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
入
社
し
て

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
は
さ
ら
に
高
度
化
し
た
。

同
社
で
は
、
過
去
に
ど
ん
な
人
が
ど
ん
な
風

に
製
品
を
作
っ
て
い
た
か
の
情
報
を
、
す
べ

て
遡
っ
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
手
取
り
足
取
り
教
え
て
い
た
技
術

を
、
若
い
社
員
た
ち
が
自
ら
シ
ス
テ
ム
上
で

学
べ
る
よ
う
に
環
境
を
整
備
し
た
。
現
在
で

は
、
作
業
指
示
も
す
べ
て
シ
ス
テ
ム
上
で
行

う
。こ
の
シ
ス
テ
ム
は「
う
ち
の
一
番
の
強
み
」

と
松
山
社
長
は
胸
を
張
る
。

「
こ
れ
か
ら
の
製
造
業
は
Io
T※

１

が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
り
ま
す
。
Io
T
に
は
そ
れ
ぞ

れ
定
義
が
あ
る
の
で
、
僕
た
ち
は
〝
ひ
び
き

Io
T
〟
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
去
年
の
ひ

び
き
Io
T
も
、
今
年
の
ひ
び
き
Io
T
も
、

来
年
の
ひ
び
き
Io
T
も
違
っ
て
い
る
は
ず

で
、
常
に
進
化
し
て
い
ま
す
。
機
械
に
稼
が

せ
る
た
め
に
人
間
が
何
を
す
べ
き
か
。
そ
れ

を
考
え
な
が
ら
、
I
T
を
使
っ
て
仕
組
み
を

構
築
す
る
こ
と
が
Io
T
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」ス

マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

実
現
に
向
け
て

二
〇
二
〇
年
四
月
、
同
社
は
N
T
T
西
日

本
と
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ク
ト
リ
ー※

２

実
現
に
向
け

た
、
ロ
ー
カ
ル
５
G
の
活
用
に
関
す
る
共
同

実
験
協
定
を
締
結
し
た
。

ロ
ー
カ
ル
５
G
と
は
、
自
治
体
や
企
業

が
自
ら
の
建
物
や
敷
地
内
で
、
移
動
体
通
信

シ
ス
テ
ム
の
第
五
世
代
モ
デ
ル
で
あ
る
５
G

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
独
自
に
構
築
す
る
こ
と
で

あ
る
。
高
速
・
大
容
量
、
多
接
続
、
低
遅
延

の
５
G
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、
高
精
細
カ

メ
ラ
を
活
用
し
た
工
場
間
の
遠
隔
監
視
や
、

工
場
内
機
器
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
接
続
の
有
線

か
ら
無
線
へ
の
変
更
が
可
能
に
な
る
か
を
実

験
す
る
。
同
年
七
月
か
ら
開
始
し
た
こ
の
実

験
は
、
中
国
地
域
初
の
試
み
と
さ
れ
る
。

将
来
的
に
は
、
A
I
を
使
っ
た
工
具
診
断

や
故
障
予
知
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
も
行
っ

て
い
き
た
い
と
、
松
山
社
長
は
話
す
。

「
大
量
生
産
用
の
機
械
で
あ
れ
ば
同
じ
動
作
を

繰
り
返
す
の
で
工
具
の
劣
化
や
欠
損
を
検
知

す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
難
し
く
な
い
で
す
が
、

わ
れ
わ
れ
の
場
合
は
多
品
種
少
量
生
産
で
、

か
つ
製
品
の
仕
様
に
合
わ
せ
て
工
具
や
刃
物

を
付
け
替
え
た
り
、
再
研
磨
し
た
刃
物
を
使
っ

た
り
と
条
件
が
一
定
で
は
な
い
の
で
検
知
が

難
し
い
。
将
来
的
に
は
製
造
工
程
で
収
集
し

た
デ
ー
タ
を
分
析
し
て
有
効
に
活
用
で
き
る

シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
」

ひ
び
き
精
機
は
「
社
員
の
成
長
な
く
し
て
会

社
の
成
長
は
あ
り
得
な
い
」
を
基
本
の
考
え
と

し
、
会
社
が
社
員
の
自
己
実
現
の
場
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
き
た
。

松
山
社
長
の
目
標
は
、「
つ
ぶ
れ
な
い
会
社

に
す
る
こ
と
」
だ
。

「
つ
ぶ
れ
な
い
会
社
と
は
、
世
の
中
の
役
に
立

ち
続
け
る
会
社
。
A
I
を
取
り
入
れ
る
中
で
、

人
間
の
新
た
な
戦
い
方
が
出
て
く
る
は
ず
で

す
。
社
員
が
世
の
中
の
役
に
立
ち
続
け
、
良

い
人
生
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
も
社
員
の
能
力
開
発
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

◆株式会社ひびき精機：083（288）2208   URL http://www.hibikiseiki.com　  

新しい機械を常に導入しながら、技術・技能伝承企業とし
て切磋琢磨し、技術と心を磨いてきた

ひびき精機が得意とするチタン製チャンバー。半導
体製造装置の内部を真空にするための主要部品　
写真提供：株式会社ひびき精機

空調を完備し、通路と作業エリアを計画的に区切り、工作機械を効率的に配置した工場内。
全社をあげて、5S活動（整理・整頓・清掃・清潔・しつけ）を推進し、設立時の美観を維持
している　写真提供：株式会社ひびき精機

2008年に竣工した本社菊川工場

※2 スマートファクトリー…
IoT化により工作機械や生産ラインなどをコンピューターネットワーク
で接続し、生産効率や品質管理の向上を図る工場

※1 IoT…
建物や電化製品、各種機器など多種多様なモノがインターネットに接
続され、相互のやり取りにより、遠隔操作や自動制御などが可能になる
こと。モノのインターネットとも呼ばれる。 Internet of Thingsの略
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キラリ、
輝く元気企業

72

「
た
た
ら
」の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
確
か
な
技
術
で
、鋳い

物も

の

ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
か
ら

大
型
鋳
物
製
造
ま
で
独
自
製
品
を
手
掛
け
る
大
和
重
工
株
式
会
社  

《
広
島
市
》

「
さ
ら
な
る
製
造
プ
ロ
セ
ス
の
合
理
化
と
き

め
細
か
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
が
必
要
」
と
田
中

社
長
は
将
来
を
見
据
え
る
。
会
社
の
軸
と
な

る
の
は
「
驚
き
」
と
「
感
動
」
の
精
神
だ
。

「
も
の
づ
く
り
は
驚
き
と
感
動
の
試
行
錯
誤

で
進
化
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
技
術
や
サ
ー

ビ
ス
で
お
客
さ
ま
に
驚
き
と
感
動
を
与
え
た

い
。
そ
れ
は
社
員
の
誇
り
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
て
い
ま
す
」

こ
れ
か
ら
も
人
と
技
術
を
つ
な
ぎ
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
を
捉
え
た
高
付
加
価
値
の
製
品
を

送
り
出
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

（
文
・
川
西
由
香
理
）

古
来
の
製
鉄
法
「
た
た
ら
」
の
鋳ち

ゅ
う

造ぞ
う

技
術
を
発
展
さ
せ
、
独
自
の
鋳
鉄
製
品
を
次
々

と
開
発
し
て
き
た
大
和
重
工
。
技
術
革
新
を
重
ね
な
が
ら
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
応

じ
た
製
品
を
送
り
出
し
、
今
年
、
創
業
か
ら
百
八
十
九
年
、
会
社
設
立
百
周
年

を
迎
え
た
。

 

五
右
衛
門
風
呂
か
ら

 

産
業
機
械
分
野
へ

大
和
重
工
は
一
八
三
一
（
天
保
二
）
年
、

浅
野
藩
の
御ご

用よ
う

鋳い

物も
の

師し

・
瀬せ

良ら

嘉か

助す
け

氏
の

創
業
を
起
源
と
す
る
。
当
初
は
鍋
や
釜
な

ど
を
製
造
し
て
い
た
が
、
明
治
時
代
に
製

造
し
た
五
右
衛
門
風
呂
が
人
気
を
博
し
た
。

一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
広
瀬
町
で
法
人

化
し
た
が
、
関
東
大
震
災
の
不
況
の
余
波
を

受
け
て
一
九
二
六
（
大
正
十
五
）
年
に
会
社

が
破
た
ん
寸
前
と
な
る
。

「
広
島
の
財
界
人
の
勧
め
で
、
そ
の
再
建
を

引
き
受
け
た
の
が
、
当
時
運
送
業
を
営
ん
で

い
た
私
の
曽
祖
父
の
田
中
恭
造
で
し
た
」
と

田
中
宏
典
社
長
は
そ
の
歴
史
を
振
り
返
る
。

そ
の
後
、
本
社
を
た
た
ら
製
鉄
の
加
工

と
物
流
の
産
業
集
積
地
だ
っ
た
現
在
の
安

佐
北
区
可
部
に
移
転
。
戦
時
中
に
は
、
南
方

輸
送
船
用
の
焼や

き

玉だ
ま

エ
ン
ジ
ン
を
手
掛
け
る
な

ど
産
業
機
械
の
分
野
に
も
進
出
し
た
。

 
進
化
を
遂
げ
た

 
鋳
物
ホ
ー
ロ
ー
浴
槽

一
九
五
一
（
昭
和
二
十
六
）
年
に
現
社
名

の
大
和
重
工
株
式
会
社
に
改
称
。
昭
和
中
期

以
降
、
大
和
重
工
は
住
宅
関
連
機
器
と
産
業

機
械
関
連
機
器
の
二
部
門
を
柱
に
、
設
備
の

近
代
化
や
合
理
化
を
図
り
、
付
加
価
値
の
高

い
製
品
を
提
供
し
発
展
し
て
き
た
。
特
筆
す

べ
き
は
両
部
門
と
も
唯
一
無
二
と
な
る
独
自

製
品
を
手
掛
け
て
い
る
点
だ
。

創
業
か
ら
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
住
宅
関
連

機
器
部
門
で
は
、
現
在
も
五
右
衛
門
風
呂
を

国
内
で
唯
一
、
製
造
し
続
け
て
お
り
、
昭
和

三
十
年
代
に
は
、
月
産
一
万
本
を
製
造
し
て

い
た
と
い
う
。
そ
の
五
右
衛
門
風
呂
で
培
っ

た
薄
く
大
き
な
鋳
物
造
り
の
技
術
を
生
か
し

て
開
発
し
た
の
が
、
主
力
商
品
の
鋳
物
ホ
ー

ロ
ー
浴
槽
だ
。

戦
後
の
混
乱
が
一
段
落
し
た
一
九
五
三

（
昭
和
二
十
八
）
年
頃
か
ら
、
鋳
物
浴
槽
に

ガ
ラ
ス
質
の
粉
（
釉ゆ

う

薬や
く

）
を
焼
き
付
け
る
鋳

物
ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
の
開
発
に
着
手
。
鋳
物
の

頑
丈
さ
に
、
ガ
ラ
ス
の
持
つ
防
錆
効
果
や
美

し
さ
が
加
わ
っ
た
鋳
物
ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
は
、

昭
和
四
十
年
代
に
日
本
住
宅
公
団
の
指
定
商

品
に
選
定
さ
れ
、一
気
に
需
要
が
拡
大
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
世
紀
以
上
、
大
和
重
工
の
鋳

物
ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
が
本
物
志
向
の
人
た
ち
か

ら
支
持
さ
れ
て
い
る
の
は
、
乾
式
ホ
ー
ロ
ー

な
ど
新
し
い
技
術
を
取
り
入
れ
て
き
た
か
ら

だ
ろ
う
。
乾
式
ホ
ー
ロ
ー
と
の
出
合
い
は
偶

然
の
産
物
だ
っ
た
と
い
う
。

「
昭
和
四
十
年
代
、
当
社
の
技
術
者
が
当
時

主
流
だ
っ
た
湿
式
ホ
ー
ロ
ー
の
最
新
技
術
を

学
ぶ
た
め
ド
イ
ツ
に
渡
っ
た
の
で
す
が
、
学

ん
で
き
た
の
は
乾
式
ホ
ー
ロ
ー
で
し
た
。
湿

式
ホ
ー
ロ
ー
よ
り
、
品
質
的
に
優
れ
た
乾
式

ホ
ー
ロ
ー
に
衝
撃
を
受
け
た
そ
う
で
す
」

高
温
の
鋳
物
に
乾
い
た
釉
薬
を
直
接
焼
き

付
け
る
乾
式
は
、
液
状
の
釉
薬
を
ス
プ
レ
ー

や
刷は

毛け

で
施
す
湿
式
よ
り
も
ホ
ー
ロ
ー
に
強

度
が
あ
り
、
傷
や
汚
れ
が
付
き
に
く
い
特
質

を
持
つ
。
乾
式
ホ
ー
ロ
ー
に
よ
り
、
鋳
物
ホ
ー

ロ
ー
浴
槽
は
さ
ら
な
る
進
化
を
遂
げ
た
の
で

あ
る
。

ま
た
、
同
社
で
は
伝
統
の
鋳
物
製
造
の
革

新
に
も
余
念
が
な
か
っ
た
。
昭
和
五
十
年
代

に
は
鋳
型
製
造
に
お
い
て
V（
バ
キ
ュ
ー
ム
）

プ
ロ
セ
ス
法
を
導
入
す
る
。
従
来
は
粘
土
質

の
砂
を
固
め
て
鋳
型
を
作
っ
て
い
た
が
、
V

プ
ロ
セ
ス
法
で
は
布
団
の
圧
縮
袋
の
よ
う
に

張
り
合
わ
せ
た
フ
ィ
ル
ム
の
中
で
真
空
状
態

を
作
り
、
砂
を
固
め
る
。
そ
の
た
め
、
き
め

の
細
か
い
鋳い

肌は
だ

と
な
り
、
砂
は
、
ほ
ぼ
百
％

再
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
し
、こ
の
移
行
は
果
敢
な
挑
戦
だ
っ
た
。

「
基
本
特
許
の
み
の
購
入
と
な
っ
た
た
め
、

設
備
は
自
分
た
ち
で
一
か
ら
設
計
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
上
、
製
品
が

う
ま
く
形
に
な
ら
ず
、
毎
日
失
敗
し
な
が
ら

作
り
続
け
た
そ
う
で
す
」
と
田
中
社
長
は
当

時
の
苦
労
を
思
い
や
る
。
そ
の
努
力
が
実
っ

て
、
よ
り
高
品
質
な
鋳
物
製
造
が
可
能
と

な
っ
た
。

そ
の
後
も
日
本
初
の
さ
ま
ざ
ま
な
鋳
物

ホ
ー
ロ
ー
加
工
に
挑
み
続
け
、
今
で
は
鋳
物

ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
を
製
造
す
る
国
内
唯
一
の
企

業
だ
。
鋳
物
ホ
ー
ロ
ー
浴
槽
は
、
上
質
な
質

感
や
耐
久
性
、
保
温
性
な
ど
に
加
え
て
、
汚

れ
や
菌
が
付
着
し
に
く
く
、
清
掃
性
も
良
い

理
想
の
浴
槽
と
も
い
わ
れ
、
シ
ェ
ラ
ト
ン
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
広
島
や
大
阪
マ
リ
オ
ッ
ト
都

ホ
テ
ル
な
ど
国
内
外
の
高
級
ホ
テ
ル
に
も
多

く
納
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
社
で
型
か

ら
製
造
す
る
と
い
う
一
貫
生
産
の
特
徴
を
生

か
し
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
組
ん
だ
オ
ー
ダ
ー
メ

イ
ド
も
手
掛
け
て
い
る
。

 

他
社
の
追
随
を
許
さ
な
い

 

大
型
鋳
物
製
造

産
業
機
械
関
連
機
器
部
門
で
は
工
作
機

械
部
品
や
エ
ン
ジ
ン
部
品
、
組
立
品
を
製
造

し
て
き
た
が
、
近
年
で
は
、
製
造
現
場
で
使

わ
れ
る
金
属
平
面
台
の
定じ

ょ
う

盤ば
ん

に
注
力
し
て
い

る
。
定
盤
と
は
、機
械
部
品
の
加
工
や
試
験・

検
査
時
に
製
品
を
載
せ
る
基
準
平
面
に
用
い

ら
れ
る
鋳
鉄
製
の
平
面
盤
で
あ
る
。

定
盤
を
製
造
し
始
め
た
背
景
に
は
、「
こ

の
部
門
で
も
自
社
製
品
を
つ
く
り
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
」
と
田
中
社
長
は
説

明
す
る
。
ど
の
よ
う
な
製
品
な
ら
自
社
で
売

り
出
せ
る
か
を
検
討
し
た
と
き
、
着
目
し
た

の
が
、
設
計
か
ら
鋳
造
、
加
工
、
組
立
、
据

え
付
け
ま
で
の
一
貫
生
産
が
可
能
で
、
重
さ

四
十
五
ト
ン
、
長
さ
十
一
メ
ー
ト
ル
ま
で
の

大
型
の
鋳
物
を
製
造
で
き
る
と
い
う
、
自
社

の
鋳
物
製
造
の
強
み
だ
っ
た
。
大
型
鋳
物
は

変
形
し
や
す
く
、
思
い
通
り
の
形
に
仕
上
げ

る
の
も
難
し
い
。
同
社
で
は
、
設
計
時
に
鉄

の
流
れ
や
凝
固
解
析
な
ど
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
な
ど
、
大
型
鋳

物
製
造
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
み
上
げ
て
い
た
。

こ
の
強
み
を
生
か
し
て
自
社
製
品
を
作
り

上
げ
、
営
業
を
強
化
し
た
結
果
、
納
入
先
が

倍
増
す
る
な
ど
成
果
が
現
れ
て
い
る
。
一
貫

体
制
の
た
め
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、

防
錆
、
防
振
、
あ
る
い
は
溝
の
位
置
を
変
え

る
な
ど
、
細
か
な
注
文
に
応
じ
ら
れ
る
の
も

強
み
だ
。
実
績
が
信
頼
を
得
て
、
納
入
先
の

大
手
企
業
か
ら
「
定
盤
の
表
面
に
名
前
を

入
れ
た
ら
」
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
と

い
う
。

 「
驚
き
」と「
感
動
」の
精
神
を
継
承

確
か
な
技
術
と
一
貫
生
産
体
制
を
軸
に
、

会
社
設
立
か
ら
今
年
で
百
周
年
を
迎
え
た
。

今
後
は
海
外
展
開
も
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
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仕
事
と
私
生
活
、
両
方
で

向
き
合
っ
た
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

近
年
、
社
会
問
題
の
一
つ
と
し
て
注
目
さ

れ
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
。
そ
の
程
度
に
よ
っ

て
は
、
日
々
の
食
事
に
細
心
の
注
意
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
乳
幼
児
に
お
い
て
は
保

護
者
に
と
っ
て
大
き
な
悩
み
の
種
に
も
な
り

得
る
。

こ
の
課
題
に
長
き
に
わ
た
り
向
き
合
っ
て

き
た
の
が
、Ｆｏｏ
ｄ　
Ｍａｒ
ｉｃｏ
の
代
表
で
、

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
料
理
を
研
究
す
る
上
田

ま
り
子
さ
ん
で
あ
る
。
上
田
さ
ん
の
作
る
料
理

に
は
、「
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
か
ら
我
慢
」
と
い
う

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
。
食
材
が

制
限
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
常
食

と
比
べ
て
も
全
く
遜
色
の
な
い
見
た
目
と
味

わ
い
が
あ
る
。
そ
こ
に
た
ど
り
着
い
た
背
景

に
は
、
料
理
へ
の
飽
く
な
き
探
究
心
と
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
並
々
な
ら
ぬ
愛
情
が
あ
っ
た
。

上
田
さ
ん
は
島
根
県
雲
南
市
出
身
。
畑
に

い
つ
も
旬
の
野
菜
が
実
る
豊
か
な
環
境
と
、

料
理
上
手
な
祖
母
や
母
親
の
影
響
も
あ
り
幼

い
頃
か
ら
料
理
に
興
味
が
あ
っ
た
。
高
校
卒

業
後
は
県
内
の
調
理
学
校
に
進
み
、
調
理
師

免
許
を
取
得
し
た
。
子
ど
も
が
好
き
で
就
職

し
た
保
育
園
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
と

離
乳
食
の
調
理
担
当
を
任
さ
れ
た
。

ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
専
門
的
に
学
ん
だ

経
験
は
な
か
っ
た
が
、「
厳
し
い
制
限
の
中

で
も
、
で
き
る
限
り
お
い
し
い
食
事
を
」
と

の
一
心
で
、
食
材
を
探
し
て
は
家
で
試
作
す

る
日
々
を
重
ね
た
。
し
か
し
他
の
業
務
に
も

追
わ
れ
、
時
間
が
な
い
上
に
知
識
も
技
術
も

乏
し
か
っ
た
。
思
う
よ
う
に
で
き
な
い
悔
し

さ
と
も
ど
か
し
さ
を
強
く
感
じ
た
と
い
う
。

そ
し
て
23
歳
の
時
、
結
婚
と
同
時
に
保
育

園
を
退
職
。
３
人
の
子
宝
に
恵
ま
れ
た
が
、

３
人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
が
あ
っ
た
。

逆
境
の
中
で
生
み
出
し
た

笑
顔
に
な
れ
る
料
理

子
ど
も
た
ち
の
ア
レ
ル
ギ
ー
は
か
な
り
深

刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
原
因
食
物
を
食
べ
な

く
て
も
症
状
を
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
、
あ
る

時
は
、
周
り
の
子
が
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
だ
け

で
、
空
気
中
に
舞
っ
た
小
麦
粉
の
成
分
に
反

応
し
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
で
運
ば
れ
る
事
態
と

な
っ
た
。
何
に
反
応
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起

こ
す
の
か
予
想
も
で
き
な
い
よ
う
な
状
況
下

で
、
当
然
旅
行
や
外
食
も
ま
ま
な
ら
ず
、
家

の
中
で
さ
え
隔
離
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
も
あ
っ
た
。
我
慢
の
繰
り
返
し
は
、
子
ど

も
た
ち
か
ら
あ
ら
ゆ
る
自
発
性
を
奪
い
、
夢

も
希
望
も
見
え
な
い
よ
う
に
感
じ
た
と
い
う
。

「
３
人
と
も
何
度
も
生
命
の
危
険
に
さ
ら
さ

れ
、
と
て
も
前
向
き
に
は
な
れ
な
か
っ
た
」

と
当
時
を
振
り
返
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
料
理
に
は
手
を
抜
か

な
か
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
が
少
し
で
も
笑
え

る
よ
う
に
、
ア
レ
ル
ギ
ー
で
も
お
い
し
く
食

べ
ら
れ
る
料
理
を
独
学
で
模
索
し
続
け
た
。

「
出
て
き
た
時
に
、
わ
あ
っ
！
と
笑
顔
に
な

れ
る
よ
う
な
料
理
を
心
が
け
ま
し
た
。
く
り

抜
い
た
か
ぼ
ち
ゃ
を
器
に
し
て
作
っ
た
グ
ラ

タ
ン
は
大
喜
び
で
、
ず
っ
と
記
憶
に
残
っ
て

い
る
よ
う
で
す
」

テ
レ
ビ
で
た
こ
焼
き
を
見
た
子
ど
も
に

「
あ
れ
が
食
べ
た
い
」
と
言
わ
れ
れ
ば
、
小

麦
粉
も
タ
コ
も
使
わ
な
い
た
こ
焼
き
を
作
り

上
げ
た
。
そ
う
い
っ
た
「
食
べ
た
い
」
と
い

う
子
ど
も
た
ち
の
要
望
が
き
っ
か
け
に
な

り
、
特
定
原
材
料
を
使
わ
な
い
、
さ
ま
ざ
ま

な
料
理
の
試
作
を
繰
り
返
し
て
は
改
良
を
重

ね
た
。
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
人
以
外
に
も
積

極
的
に
試
食
を
勧
め
て
意
見
を
求
め
、「
誰

が
食
べ
て
も
お
い
し
い
と
思
え
る
ア
レ
ル

ギ
ー
対
応
の
料
理
」
を
追
求
し
て
い
っ
た
。

運
命
を
決
め
た
長
男
の
言
葉

そ
し
て
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
の
受
賞
へ

転
機
が
訪
れ
た
の
は
二
〇
一
七
（
平
成

二
十
九
）
年
。
当
時
は
別
の
仕
事
で
生
計
を

立
て
て
い
た
が
、「
お
料
理
の
仕
事
を
し
て

い
る
お
母
さ
ん
が
好
き
」
と
い
う
長
男
の
一

言
を
き
っ
か
け
に
一
念
発
起
。
雲
南
市
主
催

の
起
業
家
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
参
加
し
、

Ｆｏｏ
ｄ　
Ｍａｒ
ｉｃｏ
を
立
ち
上
げ
た
。
そ
れ

ま
で
子
ど
も
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
経
験
と

ス
キ
ル
を
生
か
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の

開
発
や
、
料
理
教
室
の
講
師
な
ど
、
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
っ
た
。

二
〇
一
九
（
令
和
元
）
年
か
ら
は
オ
フ
ィ

ス
を
松
江
に
移
し
、
ア
レ
ル
ギ
ー
だ
け
に
と

ど
ま
ら
ず
、
ハ
ラ
ー
ル
、
ヴ
ィ
ー
ガ
ン
と
い
っ

た
宗
教
や
思
想
上
の
食
の
禁き

ん

忌き

も
含
め
た
食

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
を
行
う
よ
う
に
。「
誰
で

も
み
ん
な
が
一
緒
に
、
お
い
し
く
楽
し
く
食

べ
ら
れ
る
食
卓
を
創
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に

掲
げ
、
目
指
す
の
は
「
フ
ー
ド
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
食
の
多
様
性
）」
の
実
現
で
あ
る
。

そ
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
同
年
秋
に
行
わ

れ
た
「
第
三
回
中
国
地
域
女
性
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
Ｓ
Ｏ
Ｅ
Ｒ
Ｕ
」
で
は
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
シ
ナ
ジ
ー
賞
を
受
賞
し
た
。
ワ
ー

95

ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
が
、明
る
い
未
来
を
描
け
る

よ
う
な
社
会
づ
く
り
を
目
指
す
上
田
ま
り
子
さ
ん

《
島
根
県
松
江
市
》

重
度
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
中
で
、
限
ら
れ
た
食
材
で
も
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
る
料
理
を
追
求
し
て
き
た
。
長
男
の
一
言
を
き
っ
か
け
に
、
市
主
催
の

起
業
家
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
起
業
。「
誰
で
も
み
ん
な
が
一
緒
に
、
お
い
し
く
楽
し
く
食
べ
ら
れ
る
食
卓
を
創
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
食
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

p r o f i l e

上田 まり子〈うえだ・まりこ〉

Food Marico代表
島根県加茂町（現・雲南市）出身。調理師免許を取得後、保育園に就職し、アレルギー対応食
と離乳食の調理を担当。退職後、重度の食物アレルギーを持つ子どもたちが安心して食べら
れる料理を試行錯誤して作った経験を基に、2017年にFood Maricoを創業した。現在は、
企業や飲食店に対し、アレルギー、宗教や思想上の禁忌に対応した食のプロデュースや料理
指導の講師などを行っている。

文：木次 亜紀子（島根県雲南市在住）    写真撮影：山田 泰三（島根県松江市在住）
子どもたちが大好きな「タコを使わないタコ焼き」。タコの代わりに餅、小麦粉の代
わりに米粉を使用している　写真提供：Food Marico
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ク
ラ
イ
フ
シ
ナ
ジ
ー
と
は
「
仕
事
と
生
活
の

相
乗
効
果
」
を
意
味
す
る
。
子
ど
も
た
ち
が

い
た
か
ら
こ
そ
今
の
仕
事
が
あ
り
、
仕
事
を

頑
張
る
こ
と
が
ひ
い
て
は
子
ど
も
た
ち
を
守

る
こ
と
で
あ
っ
た
、
上
田
さ
ん
の
懸
命
な
努

力
が
こ
う
し
た
形
で
実
を
結
ん
だ
。

メ
ニュ
ー
開
発
は

「
料
理
」で
は
な
く「
実
験
」

現
在
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
も
視
野
に
入
れ
、

制
限
に
配
慮
し
た
多
様
な
メ
ニ
ュ
ー
を
開
発

中
だ
。
食
材
が
限
ら
れ
て
い
る
中
で
の
メ

ニ
ュ
ー
開
発
は
、「
料
理
と
い
う
よ
り
実
験

に
近
い
」
と
上
田
さ
ん
は
話
す
。

「
研
究
熱
心
で
、
放
っ
て
お
く
と
夜
中
ま
で

で
も
実
験
し
て
い
ま
す
」

そ
う
話
す
の
は
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
小
村
弘

美
さ
ん
。
元
団
体
職
員
で
、
起
業
家
支
援
の

一
環
で
上
田
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
。
女
性
起

業
家
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
頑
張
っ
て
い
る
彼

女
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
、
結
婚
退
職
を
機

に
上
田
さ
ん
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
な
っ
た
。

「
こ
こ
ま
で
頑
張
る
女
性
を
見
た
こ
と
が
な

い
と
思
え
る
く
ら
い
努
力
家
。
支
え
て
あ
げ

た
い
魅
力
が
あ
っ
た
」

食
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
で
き
る
こ
と

ア
レ
ル
ギ
ー
に
悩
み
、
精
神
的
に
追
い
詰

め
ら
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
つ
ら
い
時
こ

そ
楽
し
む
こ
と
に
意
識
を
向
け
る
こ
と
で
、

全
て
が
い
い
方
向
へ
と
動
き
出
し
た
と
い
う
。

「
私
に
笑
顔
が
増
え
て
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

も
驚
く
ほ
ど
明
る
く
な
っ
た
」

そ
う
笑
顔
で
話
す
上
田
さ
ん
か
ら
、
か
つ

て
の
苦
労
は
微
塵
も
感
じ
ら
れ
な
い
。

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
、
自
然
に
笑
え
る
こ

と
が
、
生
き
て
い
く
上
で
ど
れ
ほ
ど
大
切
か

身
を
も
っ
て
知
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
た
だ

安
全
安
心
な
だ
け
で
な
く
、
よ
り
豊
か
に
生

き
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
食
事
を
と
る
べ
き

か
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か

に
こ
だ
わ
り
続
け
る
。

そ
の
活
動
の
一
つ
が
、
フ
ラ
ン
ス
発
の
食

育
活
動
「
味
覚
の
一
週
間
」®
で
あ
る
。
プ

ロ
の
料
理
人
を
招
き
、
一
緒
に
食
材
の
匂
い

を
嗅
い
だ
り
、
味
わ
っ
た
り
す
る
こ
と
で
五

感
を
研
ぎ
澄
ま
し
、
子
ど
も
た
ち
に
味
の
基

本
や
味
わ
う
こ
と
の
楽
し
さ
に
触
れ
て
も
ら

う
体
験
型
学
習
だ
。
日
本
で
も
、
二
〇
一
一

（
平
成
二
十
三
）
年
よ
り
全
国
各
地
で
行
わ

れ
、
上
田
さ
ん
は
そ
の
島
根
県
支
部
長
と
し

て
活
動
し
て
い
る
。

「
幼
少
期
の
食
の
印
象
は
強
く
残
る
も
の
。

食
の
大
切
さ
を
子
ど
も
の
頃
か
ら
知
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
活
動
を
通
し
て
、
島
根
の
子

ど
も
た
ち
が
自
分
の
住
む
豊
か
な
土
地
に
誇

り
を
持
っ
て
く
れ
た
ら
」
と
意
欲
的
だ
。

さ
ま
ざ
ま
な
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て
い
く

中
で
も
、
上
田
さ
ん
の
根
底
に
は
常
に
子
ど

も
た
ち
へ
の
思
い
が
ベ
ー
ス
に
あ
る
。

「
ア
レ
ル
ギ
ー
が
足
か
せ
と
な
り
、
明
る
い

未
来
を
描
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
、
安
心
し

て
夢
を
持
て
る
よ
う
な
社
会
づ
く
り
の
お
手

伝
い
が
し
た
い
」
と
真
っ
直
ぐ
な
目
で
話
す

上
田
さ
ん
。

彼
女
の
料
理
は
、
そ
う
し
た
世
の
中
が
そ

う
遠
く
な
い
未
来
に
訪
れ
る
と
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。

こ
の
名
酒
に
こ
の
一
品

《
鳥
取
県
米
子
市
》
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岩
ガ
キ「
夏
輝
」

純
米
吟
醸

い
な
た
ひ
め
強
力

木次 亜紀子〈こつぎ・あきこ〉

島根県出身。観光プロモーション業務、広告会社勤務を経て
フリーライターに。山陰の情報誌やPR誌を中心に、県内の
食文化や暮らし、観光などをテーマに取材・執筆している。

◆Food Marico   URL http://foodmarico.com文：石原 美和（島根県松江市在住）　写真撮影：佐野 明美（島根県松江市在住）

　

鳥
取
県
西
部
の
米
子
市
と
境
港
市
に
連
な

り
、
国
引
き
神
話
で
は
島
根
半
島
を
引
き
寄

せ
る
綱
と
し
て
伝
わ
る
弓
ヶ
浜
半
島
。
そ

の
中
間
地
に
稲
田
本
店
が
あ
る
。
創
業
は

一
六
七
三
（
延
宝
元
）
年
。
米
子
城
下
に
て

醤
油
・
味
噌
か
ら
酒
造
り
へ
と
、
醸
造
業
を

営
ん
で
き
た
。
一
九
八
九
（
平
成
元
）
年
に

現
在
地
へ
移
転
。
近
代
的
な
建
物
の
中
に
江

戸
時
代
の
風
情
を
残
す
。
三
年
前
に
改
装
し

た
販
売
ス
ペ
ー
ス
に
は
、
バ
ー
感
覚
で
試
飲

で
き
る
カ
ウ
ン
タ
ー
も
あ
る
。

　

一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
に
本
場
ド

イ
ツ
で
学
ん
だ
技
師
を
雇
い
地
ビ
ー
ル
製
造

に
取
り
組
み
、冷
蔵
庫
が
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
一
九
三
一（
昭
和
六
）年
に
冷
用
酒
を
開
発
。

一
九
六
七
（
昭
和
四
十
二
）
年
に
は
精
米
歩

合
五
十
％
の
純
米
酒
の
製
造
を
始
め
る
な
ど
、

古
く
か
ら
先
進
的
な
酒
蔵
だ
っ
た
。

　

そ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
受
け
継
ぐ
の
が
、

十
一
代
目
社
長
の
成
瀬
以い

久く

さ
ん
。
女
性
と

し
て
の
感
覚
を
生
か
し
「
今
ま
で
の
酒
造
り

を
大
切
に
し
な
が
ら
、
日
本
酒
が
苦
手
な
人
、

初
心
者
に
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
新
し
い

タ
イ
プ
の
日
本
酒
を
」
と
、
通
常
の
三
段
仕

込
み
で
は
な
く
、一
段
仕
込
み
で
低
ア
ル
コ
ー

ル
の
日
本
酒
「I

イ
ク
ス

K
U

’S

」
を
開
発
。
甘
酸
っ

ぱ
く
、
白
ワ
イ
ン
の
よ
う

な
日
本
酒
で
、フ
ラ
ン
ス
、

イ
タ
リ
ア
の
見
本
市
で
も

好
評
を
得
て
い
る
。
ま

た
、
純
米
酒
「
稲
田
姫
」

を
シ
ェ
リ
ー
樽
で
三
年

熟
成
し
た
「
B

バ
 
レ
 
ル

A
R
R
E
L
」
も
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
だ
。
甘
く
香
ば
し
い
樽
香
で
、
色
も

ま
る
で
ウ
イ
ス
キ
ー
の
よ
う
。「
夏
は
ロ
ッ
ク

で
、
冬
は
レ
モ
ン
ピ
ー
ル
を
入
れ
て
ホ
ッ
ト

で
」
と
、
日
本
酒
の
楽
し
さ
、
可
能
性
を
広

げ
て
い
る
。

　

今
回
紹
介
す
る
名
酒
は
、
稲
田
本
店
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド「
純
米
吟
醸
い
な
た
ひ
め
強
力
」。

契
約
農
家
が
栽
培
す
る
鳥
取
県
の
酒
造
好
適

米
「
強
力
」
を
使
用
し
、
吟
醸
酒
ら
し
い
フ

ル
ー
テ
ィ
ー
な
香
り
が
あ
り
な
が
ら
、
米
の

う
ま
味
が
し
っ
か
り
感
じ
ら
れ
る
の
が
特
徴

だ
。
鳥
取
県
の
旬
の
ブ
ラ
ン
ド
岩
ガ
キ
「
夏

輝
」
と
合
わ
せ
る
と
、
お
酒
の
香
り
が
磯
の

香
り
を
穏
や
か
に
包
み
こ
み
、
岩
ガ
キ
が
上

品
な
印
象
に
な
る
。
山
陰
の
郷
土
食
で
あ
る

「
イ
カ
の
麹
漬
け
」
と
合
わ
せ
る
と
、
麹
漬
け

の
塩
味
が
ぐ
っ
と
ま
ろ
や
か
に
。
ど
ん
な
料

理
に
も
寄
り
添
え
る
「
い
な
た
ひ
め
」
の
優

し
さ
に
、
ふ
わ
り
と
酔
う
。

株式会社稲
い な

田
た

本店
創業　1673（延宝元）年
鳥取県米子市夜見町325-16
TEL 0859-29-1108
http://www.inata.co.jp
年間生産量　400石（72㎘/4万升）

な
つ　
き

3年前に改装した販売スペース。シックな黒
の内装に木のしつらえ

インバウンド客のツアーに出張シェフとして参加しハラール対応の食事を担当　
写真提供：Food Marico

インバウンド客のツアーではハラールやアレルギーに対応したスイー
ツなどを振る舞った　写真提供：Food Marico

調理をする上田さん。研究熱心で、一日中料理に没頭することも

ご
う
　
り
き

開発中のランチボックス。メインはひよこ豆を使ったワッフル。少ない肥
料で栽培できるひよこ豆は、環境に優しい食材としても注目されている。
ハンバーグや豆乳グラタンもアレルギー対応・ハラール対応となっている
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都
か
ら
全
国
の
寺
院
へ
と

広
が
っ
た
舞
楽

古
代
、
大
寺
院
で
の
法ほ

う

会え

で
は
、
法ほ

う

楽ら
く

の

た
め
の
芸
能
は
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
っ
た
。

大
陸
文
化
が
盛
ん
に
輸
入
さ
れ
た
奈
良
時
代

か
ら
平
安
時
代
に
か
け
て
、
芸
能
で
は
中
国

か
ら
唐
楽
、
朝
鮮
か
ら
は
高
麗
楽
、
ベ
ト
ナ

ム
か
ら
は
林り

ん

邑ゆ
う

楽が
く

な
ど
が
伝
わ
り
、
そ
の
他

ミ
ャ
ン
マ
ー
や
チ
ベ
ッ
ト
な
ど
か
ら
も
舞ぶ

楽が
く

が
入
っ
て
き
た
。
舞
楽
と
は
、
ア
ジ
ア
各
国

の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
が
漂
う
面
や
衣

装
を
ま
と
っ
て
、
音
楽
と
一
緒
に
舞
う
外
来

系
の
芸
能
で
あ
る
。
宮
廷
で
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
舞
楽
は
、
や
が
て
東
大
寺
、
法
隆

寺
、
薬
師
寺
な
ど
の
諸
大
寺
に
も
広
が
り
、

祭
事
の
余
興
と
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
仏
教
を
広
め
る
た
め
、
当
時
の
日
本
の

各
国
に
建
て
ら
れ
た
国
分
寺
は
、
仮
面
舞
踏

劇
の
伎ぎ

楽が
く

や
舞
楽
を
は
じ
め
と
す
る
華
や
か

な
芸
能
文
化
の
発
信
地
で
も
あ
っ
た
の
だ
。

こ
う
し
た
舞
楽
の
流
れ
が
、
島
根
県
隠
岐

の
島
町
の
隠
岐
国
分
寺
に
伝
わ
っ
た
の
は
平

安
時
代
の
こ
ろ
。
一
九
七
四
（
昭
和
四
十
九
）

年
に
県
の
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
の
古こ

面め
ん

は
、
平
安
か

ら
桃
山
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
た
。

江
戸
時
代
に
著
さ
れ
た
隠
州
（
隠
岐
国
）
の

地
誌
『
隠
州
視
聴
合
紀
』
に
は
、
隠
岐
国
分

寺
で
は
五
年
に
一
度
蓮
華
会
祭
と
し
て
、
本

堂
前
に
仮
設
の
舞
台
を
設
け
て
、
子
ど
も
た

ち
の
舞
や
獅
子
舞
、
田
楽
な
ど
が
演
じ
ら
れ

て
い
た
と
い
う
記
述
が
あ
る
。

廃
仏
毀
釈
の
影
響
を
受
け
中
断

明
治
維
新
後
に
始
ま
っ
た
廃は

い

仏ぶ
つ

毀き

釈し
ゃ
く

は
、

日
本
各
地
で
寺
院
が
破
壊
さ
れ
る
と
い
う
事

態
を
引
き
起
こ
し
た
。
隠
岐
も
例
外
で
は
な

く
、
わ
ず
か
数
カ
月
で
全
て
の
寺
院
が
廃
寺

に
追
い
込
ま
れ
た
。
隠
岐
国
分
寺
も
堂
塔
を

焼
失
し
た
が
、
一
八
七
九
（
明
治
十
二
）
年

に
は
再
興
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、
そ
の
四
年

後
に
は
現
在
地
の
池
田
地
区
に
移
転
。
難
を

逃
れ
た
蓮
華
会
舞
の
古
面
も
戻
り
、
蓮
華
会

舞
自
体
も
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
ご

ろ
に
復
興
し
た
。
以
来
、
蓮
華
会
舞
は
池
田

地
区
の
檀だ

ん

信し
ん

徒と

に
よ
っ
て
伝
え
継
が
れ
、
弘

法
大
師
空
海
の
忌き

日じ
つ

の
法
会
で
あ
る
四
月

二
十
一
日
（
旧
暦
三
月
二
十
一
日
）
の
御み

影え
い

供く

に
際
し
、
隔
年
で
奉
納
さ
れ
る
行
事
と

な
っ
た
。
一
九
七
七
（
昭
和
五
十
二
）
年
に

国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

か
ら
は
、
毎
年
の
奉
納※

と
な
っ
て
い
る
。

七
つ
の
舞
か
ら
な
る
蓮
華
会
舞

明
治
以
前
の
蓮
華
会
舞
は
百
二
十
曲
に
及

び
、
祭
り
も
三
日
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
て
い

た
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
現
在
は
七
つ
の
舞
に

よ
り
構
成
さ
れ
て
い
る
。
舞
の
出
退
場
や
各

舞
に
も
そ
れ
ぞ
れ
の
奏
楽
が
つ
く
。
前
日
ま

で
に
欄
干
の
あ
る
四・
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の

特
設
舞
台
が
境
内
に
組
み
立
て
ら
れ
、
そ

の
舞
台
上
で
舞
が
披
露
さ
れ
る
。

当
日
は
、
本
堂
で
正し

ょ
う

御み

影え
い

供く

が
営
ま
れ

た
後
、
四
天
王
の
神み

輿こ
し

を
前
に
大
導
師
、
舞

手
、
楽
人
ら
に
よ
る
祈
願
法
要
が
行
わ
れ

る
。
そ
の
後
、
居
眠
り
を
し
て
い
る
仏
に

獅
子
が
噛
み
付
い
て
二
人
で
相
撲
を
取
り

合
う
「
眠
り
仏
之
舞
」、
胴
幕
に
二
人
が
入
っ

て
舞
う
「
獅
子
之
舞
」、
四
人
の
少
年
に
よ

る
剣
舞
「
太
平
楽
之
舞
」、
祝し

ゅ
う

言げ
ん

能の
う

「
翁お

き
な

」

で
用
い
ら
れ
る
黒こ

く

式し
き

尉じ
ょ
う

の
よ
う
な
面
を
つ

け
て
舞
う
「
麦
焼
き
之
舞
」、
二
人
に
よ
る

鉾
と
素
手
の
舞
「
山さ

ん

神じ
ん

貴き

徳と
く

之
舞
」、
竜
王

が
両
手
に
撥ば

ち

を
握
り
し
め
て
舞
う
「
竜
王

之
舞
」、
菩
薩
面
を
つ
け
た
二
人
の
仏
が
舞

う
「
仏
之
舞
」
の
順
で
納
め
ら
れ
る
。
舞

の
後
は
、
舞
台
の
周
り
を
三
周
し
て
退
く

「
入
れ
舞
」
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
蓮
華
会
舞
を
伝
承
す
る
の
は
、
隠
岐

国
分
寺
の
あ
る
池
田
地
区
の
男
性
た
ち
。
舞

手
が
交
代
す
る
際
に
は
、
隠
岐
国
分
寺
の
住

職
で
隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞
保
存
会
の
事
務

局
を
務
め
る
重お

も

栖す

隆り
ゅ
う

快か
い

さ
ん
が
意
中
の
子
ど

も
に
舞
手
を
依
頼
す
る
手
紙
を
出
す
と
い

う
。
受
け
取
っ
た
子
ど
も
は
、
舞
手
と
な
る

喜
び
を
噛
み
締
め
な
が
ら
、
毎
週
土
曜
日
に

隠
岐
国
分
寺
の
本
堂
で
行
わ
れ
る
練
習
に
参

加
す
る
。約
三
十
名
か
ら
な
る
保
存
会
で
は
、

四
十
代
、五
十
代
の
男
性
が
中
心
と
な
っ
て
、

か
つ
て
自
分
た
ち
が
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
う

に
子
ど
も
た
ち
に
動
き
や
舞
の
形
を
教
え
て

い
く
。

火
災
を
乗
り
越
え
復
活

二
〇
〇
七
（
平
成
十
九
）
年
二
月
、
隠

岐
国
分
寺
本
堂
が
火
災
に
襲
わ
れ
、
文
化
財

指
定
の
古
面
を
含
む
用
具
す
べ
て
が
焼
失
し

た
。
深
い
悲
し
み
に
覆
わ
れ
る
中
、
保
存
会

は
復
興
に
向
け
て
動
き
出
し
、
国
の
支
援
も

受
け
て
舞
踏
道
具
が
新
調
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
二
百
点
あ
ま
り
の
道
具
の
材
質
や

寸
法
な
ど
の
記
録
を
も
と
に
、当
時
の
会
長
、

故
・
村
上
秀
男
氏
が
中
心
と
な
っ
て
道
具
を

復
元
し
、
同
年
十
一
月
に
は
復
活
公
演
を
開

催
し
た
。

幾
度
も
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
き
た
隠
岐

国
分
寺
蓮
華
会
舞
。
地
域
の
人
に
見
守
ら
れ

な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
次
の
時
代
へ
と
受
け

継
が
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

隠
岐
国
分
寺
蓮
華
会
舞

1

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
面
や
衣
装
を
ま
と
い
、
音
楽
と
と
も
に
舞
う
隠
岐

国
分
寺
蓮
華
会
舞
。
平
安
時
代
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
る
こ
の
蓮
華
会
舞
は
、
幾

度
も
の
災
難
を
受
け
な
が
ら
も
、
そ
の
度
に
人
々
の
絆
を
強
め
、
今
日
ま
で
受

け
継
が
れ
て
き
た
。

◆隠岐国分寺蓮華会舞保存会：08512（2）2934

「山神貴徳之舞」赤い髭付き面の山神と、青い髭付き面の貴徳による
左右対称の連れ舞。山神は右手に、貴徳は左手に鉾を持つ　
写真提供：隠岐の島町

「仏之舞」右手には閉じた扇子を持ち、両手を大
きく広げ、旋回しながら舞う。最後には扇子を
開き、仰ぎながらゆっくり旋回する
写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

火災で焼失する前の竜王の面
写真提供：公益財団法人しまね
文化振興財団

新連載

（
島
根
県
隠
岐
の
島
町
）

「麦焼き之舞」黒い翁面をつけ、一人で舞う。麦畑
を鍬で耕す動きが元になっていると言われる。舞
台の両端で、腕を差しのばしたり、扇を皿のよう
にして物を口に運ぶ所作を見せたりする　
写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

お
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げ
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ま

い

「竜王之舞」頭上に竜の彫り物がついた竜王が、両手に撥（ばち）を持って舞う。楽に合わせてステップを踏む段、探し物を探
す段、力一杯飛び跳ねる段などがある　写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

「眠り仏之舞」を前に移動する子役たち。子役が扮した 2人の仏は、菩薩面をつ
け、右脇に米俵の蓋である「さんだわら」を下げている　写真提供：隠岐の島町

「獅子之舞」四隅の竹に突進して噛み付く、ゴザの上で居眠りをするといった
所作が見られる　写真提供：隠岐の島町

「太平楽之舞」頭に鳥兜を被った4人の少年が舞う。前段は素手での舞、後段
では刀を手にして舞う　写真提供：公益社団法人島根県観光連盟

※2020年の奉納は新型コロナウイルス感染症の影響により中止
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日
生
諸
島
の
定
期
航
路

船
上
か
ら
見
る
景
色
4

ひ

な

せ

日生湾

備前♡日生大橋

瀬戸内海国立公園

頭島大橋

灯籠堂

勘三郎洞窟

御所垣史跡
元禄防波堤

夫婦岩

JR日生駅

鴻島

長島

曽島

頭島

大多府島

鶴島

鹿久居島

兵
庫
県

岡
山
県

N

日生港

瀬
戸
内
海
国
立
公
園
に

属
す
る
島
々

日
生
諸
島
は
、
わ
が
国
で
最
初
に
指
定
さ

れ
た
国
立
公
園
「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」
の

東
部
に
位
置
し
、
島
の
大
半
が
岡
山
県
備
前

  

《
岡
山
県
備
前
市
・
兵
庫
県
》

岡
山
県
東
部
の
穏
や
か
な
瀬
戸
内
海
に
浮
か
ぶ
大
小
十
三
の
島
か
ら
な
る
日
生

諸
島
。
そ
の
島
々
を
巡
る
定
期
航
路
で
は
、
青
い
海
と
島
影
が
重
な
る
多
島
美
を

観
賞
で
き
る
。
途
中
で
有
人
島
に
立
ち
寄
り
、
個
性
豊
か
な
島
々
を
探
索
で
き
る

の
も
魅
力
の
一
つ
だ
。

日生港から頭島までの所要時間は約40分

別荘が立ち並ぶ鴻島

国指定登録有形文化財の元禄防波堤

贋金造りが行われていたといわれる勘三郎洞窟
写真提供：大生汽船株式会社

鹿久居島と頭島を結ぶ頭島大橋
写真提供：大生汽船株式会社

2017年から就航しているNORINAHALLE。木材を基調とした客室が好評　
写真提供：大生汽船株式会社

大蛇が燈明を舐めに来たという伝
説が残る灯籠堂

◆大生汽船株式会社：0869（72）0506   URL https://taiseikisen.com

市
、
一
部
が
兵
庫
県
に
属
す
る
島
々
で
あ
る
。

現
在
の
有
人
島
は
鹿か

久く

居い

島じ
ま

、
頭か

し
ら

島じ
ま

、
大お

お

多た

府ぶ

島じ
ま

、
鴻こ

う

島じ
ま

の
四
島
で
、
鹿
久
居
島
、
頭
島

は
本
土
と
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
る
。
そ
の
他

に
無
人
島
の
鶴
島
、
曽そ

島し
ま

な
ど
が
あ
る
。

古
く
か
ら
漁
場
と
し
て
知
ら
れ
、
江
戸
時

代
に
大
多
府
島
に
築
港
さ
れ
て
か
ら
入
植
が

進
ん
だ
。
日
生
諸
島
は
ミ
カ
ン
と
カ
キ
の
産

地
で
も
あ
り
、
特
に
「
日
生
カ
キ
」
は
大
粒

で
優
し
い
味
わ
い
が
名
高
い
名
産
品
だ
。

赤
と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の

N
O
R
I
N
A
H
A
L
L
E

日
生
諸
島
を
巡
る
大た

い

生せ
い

汽
船
の
定
期
船

は
、
魚
市
場
「
五ご

味み

の
市
」
な
ど
が
あ
る
日
生

港
か
ら
出
航
す
る
。
運
航
ル
ー
ト
は
日
生
港

～
鴻
島
～
大
多
府
島
～
頭
島
間
の
往
復
が

基
本
だ
が
、
鴻
島
や
頭
島
に
寄
港
し
な
い
便

や
日
生
駅
前
の
港
を
経
由
す
る
便
も
あ
る
。

日
生
～
大
多
府
島
間
は
片
道
約
三
十
分
、
日

生
～
頭
島
間
は
片
道
約
四
十
分
で
運
航
す

る
。
船
は
、
赤
と
白
の
ツ
ー
ト
ン
カ
ラ
ー
の

「
N

の
 
り
 
な
 
は
 
ー
 
れ

O
R
I
N
A
H
A
L
L
E
」
が
主
に
就
航
。

二
階
の
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
か
ら
は
、
潮
風
を
感

じ
な
が
ら
三
百
六
十
度
の
パ
ノ
ラ
マ
で
海
上

風
景
が
楽
し
め
る
。

史
跡
や
ミ
カ
ン
畑
、
リ
ゾ
ー
ト
地

個
性
豊
か
な
島
々

日
生
港
を
出
る
と
、
穏
や
か
な
波
間
に
無

数
の
カ
キ
の
養
殖
い
か
だ
が
浮
か
ぶ
瀬
戸
内

海
ら
し
い
光
景
が
広
が
る
。
船
の
左
側
に
見

え
る
の
が
、
本
土
と
鹿
久
居
島
を
結
ぶ
橋
と

し
て
二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
四
月
に

開
通
し
た
「
備
前
♡
日
生
大
橋
」
だ
。　

鹿
久
居
島
は
周
囲
約
二
十
八
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
岡
山
県
最
大
の
島
で
あ
る
。
島
名
の
通

り
、
野
生
の
鹿
が
生
息
し
、
ア
オ
サ
ギ
の
集

団
繁
殖
地
で
も
あ
る
。
鳥
獣
保
護
区
に
指
定

さ
れ
、
手
つ
か
ず
の
豊
か
な
自
然
が
残
る
。

鹿
久
居
島
と
曽
島
の
間
を
通
る
と
、
山
の

斜
面
に
別
荘
が
点
在
す
る
鴻
島
が
見
え
て
く

る
。
島
名
は
「
鴻

お
お
と
り」

が
多
く
生
息
し
た
こ
と

に
由
来
し
、
御
所
垣
史
跡
な
ど
雅み

や
び

な
名
が
島

内
に
残
る
こ
と
な
ど
か
ら
平
安
朝
の
都と

人じ
ん

が

往
来
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
歴
史
の
あ
る

島
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
入
植
が
始
ま
り
、

今
で
は
丘
陵
地
に
ミ
カ
ン
畑
が
広
が
り
、
別

荘
の
多
い
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
知
ら
れ
る
。

続
い
て
日
生
諸
島
の
最
南
端
、
大
多
府

島
へ
と
向
か
う
。
島
の
波
打
ち
際
か
ら
長
さ

百
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
あ
る
石
積
み
の
堤
防
は
、

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
「
元

禄
防
波
堤
」だ
。
一
六
九
八（
元
禄
十
一
）年
、

岡
山
藩
主
の
命
に
よ
り
津
田
永
忠
が
北
西
の

波
風
を
防
ぐ
べ
く
築
堤
し
た
波
止
で
、
二
段

に
石
を
積
ん
で
曲
面
形
状
を
な
し
て
お
り
、

当
時
の
高
度
な
築
造
技
術
が
う
か
が
え
る
。

大
多
府
島
は
参
勤
交
代
の
風
待
ち
の
港
と

し
て
栄
え
、
島
に
は
六
角
の
大
井
戸
や
山
上

に
高
さ
約
十
メ
ー
ト
ル
の
灯と

う

籠ろ
う

堂ど
う

が
設
置
さ

れ
た
。
灯
籠
堂
は
宝
形
屋
根
を
持
ち
、
明
治

初
期
ま
で
灯
台
と
し
て
夜
間
に
航
行
す
る
船

の
目
印
と
な
っ
た
。
現
在
の
灯
籠
堂
は
、
台

石
は
江
戸
時
代
の
も
の
で
、
そ
の
上
部
は

一
九
八
六（
昭
和
六
十
一
）年
に
再
建
さ
れ
た
。

島
を
一
周
す
る
「
大
多
府
島
自
然
研
究
路
」

か
ら
は
、
海
水
の
浸
食
に
よ
る
奇
岩
絶
壁
が

眺
め
ら
れ
る
。
中
で
も
そ
の
昔
、
勘
三
郎
と

い
う
人
物
が
洞
内
で
贋に

せ

金が
ね

を
造
り
、
タ
ラ
イ

に
乗
っ
て
陸
地
に
渡
っ
た
と
い
う
伝
説
が
残

る
「
勘
三
郎
洞
窟
」
が
有
名
だ
。

大
多
府
島
か
ら
北
へ
戻
る
形
で
、
船
は
頭

島
へ
と
向
か
う
。
二
つ
の
岩
礁
が
寄
り
添
っ

て
並
ぶ
「
夫
婦
岩
」
を
過
ぎ
、
右
側
の
遠
方

に
見
え
る
の
は
周
囲
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
鶴

島
で
あ
る
。
明
治
初
期
に
長
崎
の
キ
リ
シ
タ

ン
の
流
刑
地
と
な
り
、
島
内
に
は
殉
教
者
碑

な
ど
ゆ
か
り
の
史
跡
が
残
る
。
最
近
で
は
上

空
か
ら
ハ
ー
ト
形
に
見
え
る
島
と
し
て
話
題

に
な
っ
た
。
干
潮
時
に
は
、
北
西
の
小
さ
な

島
と
の
間
に
砂
の
道
が
姿
を
現
す
。

や
が
て
建
物
が
立
ち
並
ぶ
頭
島
へ
と
到
着
。

周
囲
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
島
な
が
ら
、

日
生
諸
島
の
中
で
は
最
も
人
口
が
多
く
活
気

の
あ
る
島
で
あ
る
。
民
宿
や
ペ
ン
シ
ョ
ン
が

あ
り
、
釣
り
や
ミ
カ
ン
狩
り
、
海
水
浴
な
ど

が
楽
し
め
る
地
と
し
て
人
気
を
誇
る
。
鹿
久

居
島
と
頭
島
大
橋
で
結
ば
れ
て
い
た
頭
島
は
、

「
備
前
♡
日
生
大
橋
」
の
開
通
に
よ
り
、
本
土

と
陸
続
き
に
な
っ
た
。

定
期
航
路
で
は
穏
や
か
な
海
と
多
島
美
の

景
観
、
さ
ら
に
は
趣
の
違
う
島
々
の
風
情
を

間
近
に
味
わ
え
る
。
心
引
か
れ
た
島
に
降
り

立
っ
て
散
策
す
る
の
も
面
白
い
だ
ろ
う
。

（
文
・
川
西
由
香
理
）

本土と鹿久居島を結ぶ「備前♡日生大橋」　
写真提供：大生汽船株式会社
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山
を
あ
る
く

那
岐
山

10

な
　
　
　
　
　  

ぎ
　
　
　
　
　
　
さ
ん

《
岡
山
県
・
鳥
取
県
》

氷ひ
ょ
う

ノの

山せ
ん

後う
し
ろ

山や
ま

那
岐
山
国
定
公
園
を
代
表
す

る
那
岐
山
は
、
古
く
か
ら
神
の
山
と
し
て
信

仰
さ
れ
て
き
た
。
那
岐
山
か
ら
西
に
滝
山
、

広ひ
ろ

戸ど

仙せ
ん

と
続
く
山
並
み
は
雄
大
で
、
那
岐
連

山
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

第
一
駐
車
場
か
ら
Ｂ
・
Ｃ
コ
ー
ス
の
分
岐
を

左
に
進
み
、
や
や
急
な
道
を
登
る
と
絶
景
ポ
イ

ン
ト
の
大お

お

神か
み

岩い
わ

に
着
く
。
岩
の
上
か
ら
日に

本ほ
ん

原ば
ら

高
原
の
田
園
風
景
を
遠
望
で
き
、
一
息
入
れ
る

に
は
最
適
な
場
所
で
あ
る
。
樹
林
帯
を
進
み
、

八
合
目
あ
た
り
か
ら
は
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
が
周

囲
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
笹
原
が

広
が
る
三
等
三
角
点
に
着
く
。
右
手
に
奈
義
神

と
刻
ま
れ
た
大
岩
を
眺
め
な
が
ら
、
緩
や
か
な

岡山県岡山県

智頭町智頭町

奈義町奈義町

鳥取県鳥取県
大畑橋（登山口）大畑橋（登山口）

Bコース分岐Bコース分岐馬の背小屋馬の背小屋

那岐の家那岐の家

黒滝分岐黒滝分岐八合目八合目

蛇淵の滝蛇淵の滝

二の滝二の滝
一の滝一の滝

大神岩大神岩

黒滝黒滝

第一駐車場第一駐車場

滝山滝山

広戸仙広戸仙

三等三角点三等三角点奈義神と
刻まれた大岩
奈義神と
刻まれた大岩

B・Cコース分岐B・Cコース分岐

CコースCコース

BコースBコース

池の段池の段

広島県
庄原市
広島県
庄原市

12551255

（1240.3）（1240.3）

11151115

1196.51196.5

吾妻山吾妻山

1264ｍ1264ｍ

那岐山那岐山仙仙
西西

川川

N

川川

毎年4月に奈義町と智頭町が合同で那岐登山ふれあい大会を開催している（2020年は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため中止）
地図制作：磯部 祥行　

那岐山からの眺め

蛇淵の滝
写真提供：岡山県奈義町

那岐山山頂

山
道
を
登
っ
て
い
く
と
那
岐
山
山
頂
に
着
く
。

山
頂
か
ら
は
、
北
に
日
本
海
、
西
に
大
山
、

東
に
岡
山
県
最
高
峰
の
後
山
、
南
に
瀬
戸
内

海
の
島
々
な
ど
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ

が
楽
し
め
る
。

下
山
は
東
に
尾
根
を
下
り
、
Ｂ
コ
ー
ス
分

岐
を
右
に
進
む
と
黒
滝
分
岐
に
着
く
。
沢
を

幾
度
も
渡
り
な
が
ら
下
り
、
一
の
滝
や
蛇じ

ゃ

淵ぶ
ち

の
滝
な
ど
小
滝
が
連
続
す
る
渓
谷
を
見
る
の

も
お
薦
め
だ
。

こ
の
コ
ー
ス
の
ほ
か
、
北
側
の
大
畑
橋
の

登
山
口
か
ら
西
仙
川
沿
い
の
林
道
に
入
り
、

馬
の
背
小
屋
か
ら
山
頂
を
目
指
す
コ
ー
ス
や

滝
山
へ
縦
走
す
る
コ
ー
ス
も
あ
る
。
春
か
ら

初
夏
に
か
け
て
は
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
花
が
咲
き
、
夏
は
涼
し
く
沢
歩

き
、
秋
は
紅
葉
と
、
四
季
折
々
の
表

情
が
楽
し
め
る
山
で
あ
る
。


